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１ 研究の概要 

 

(1) 研究主題 

自立心を育むための環境構成と援助の工夫 

～友達との関わりを通して～ 

 

(2) 研究主題の設定理由  

 幼稚園は、遊びを通して人と関わる力の基礎を育む大切な役割を担っている。そのひとつとして「人間

関係」の領域に関連においては「自立心」は、重要と考える。 

幼稚園教育要領解説第１章総説第２節にある「幼児期の終わりに育ってほしい姿」に示されている自立

心の項目では、「遊びや生活の中で様々なことに挑戦し、失敗も繰り返す中で、自分でしなければならない

ことを自覚するようになる。教師や友達の力を借りたり励まされたりしながら、難しいことでも自分の力

でやってみようとして、考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げる経験を通して達成感を味わ

い、自信をもって行動するようになる。」とある。 

本園幼児の実態を振り返ってみると、難しいことにはなかなか取り組もうとしない、友達との関わりの

中で困ったことがあるとすぐに解決を諦めてしまう等、自立心の育ちに課題がみられる。 

自立心は、幼児が身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、信頼する教師に支えられなが

ら、物事を最後まで行う経験を重ねることで育まれ、その過程では、友達の存在が重要な意味をもつ。 

そこで今年度は、幼児が友達との関わりを通して、自ら考えたり工夫したりしながら諦めずにやり遂げ

るよう環境構成や援助の工夫を行うことで、自立心が育まれていくのではないかと考え、本テーマを設定

した。 

 

 

(3) 研究の視点 

     ①理論に基づいて研究を進める 

     ②幼児理解に基づき、自立心を育むための環境構成と援助の工夫を行う 

      

 

(4) 研究の方法 

     ①理論研究 

 ②幼児理解を深める実践研究 

     ③環境図を活用した自立心を育むための環境構成の工夫 

     ④幼児理解に基づいた教師の援助 

     ⑤園内公開保育に基づいた保育研究 

     ⑥ドキュメンテーションの作成による保育の改善 

 

 



 

 

（５）研究の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児教育において育みたい資質・能力 

知識・技能の基礎 思考力・判断力・表現力等の基礎 学びに向かう力・人間性等 

・基本的な生活習慣や生活に必要な技能の習得 

・規則性・法則性・関連性等の発見の楽しさに

気付く 

・身体感覚の獲得 

・日常生活に必要な言葉の理解 

・多様な動きや芸術表現のための基礎的な技能

の獲得 

・様々な気付き、発見の喜びを共有する 

・他の幼児の考えなどに触れ、新しい考え

を生み出す喜びや楽しさを共有する 

・言葉による表現のよさ、伝え合うことの

楽しさに気付く 

・振り返りを通して、次の活動や遊びに見

通しをもつ 

・予想、比較、分類、確認ができる環境の

基で十分に遊ぶ 

・安定した情緒 

・相手の思いに気付き、思いやりをもつ 

・葛藤、自分への向き合い、折り合いをつけ

る経験を重ねる 

・自然現象や社旗現象への関心をもつ 

・友達と話し合い、共通の目的に向かって協

力するよさに気付く 

教育目標 

〇心豊かで思いやりのある子 (徳)  〇よく考え自ら行動できる子 (知) 

〇明るく元気な子 (体)       〇最後までねばり強くやり遂げる子 (意) 

本年度の重点目標 

自ら考え意欲的に取り組む子 

研究の方法 

① 理論研究 

② 幼児理解を深める実践研究 

③ 環境図を活用した自立心を育むための環境構成の工夫 

④ 幼児理解に基づいた教師の援助 

⑤ 園内公開保育に基づいた保育研究 

⑥ ドキュメンテーションの作成による保育の改善 

 

研究主題 

自立心を育むための環境構成と援助の工夫 

～友達との関わりを通して～ 

 

研究の視点 

① 理論に基づいて研究を進める 

② 幼児理解に基づき、自立心を育むための環境構成と援助の工夫を行う 

－2－ 



 

 

 



園内研修会

1組

2組

3組

4組

5組

きりん組

ぱんだ組

① 研究推進委員会は研修計画案を立案し実施する。

② 園内研修会は全体的な計画や方向について共通理解を図る場とし、協働研究を進める。

③ テーマに沿った理論研修・実践研修を行う。

④ 園内研究テーマを常に自己課題として臨み、その解決に取り組む。

⑤ 専門職としての自覚を持って主体的に学び、資質の向上に努める。

⑥ 定期的に環境の見直しを行い、職員全体で環境構成の工夫に取り組む。

⑦ 園内公開保育を行う。(一人２公開保育)また、そのうち２回は保育研究会を実施する。

⑧ 園長・教頭は常に助言を行う。

　　　　　　－ ３－

長　濱　和　美 ・ 松　山　芳　江

金　城　花　南 ・ 照喜名　星　来

新　垣　真由美 ・ 仲　間　理　世

（７）   研究の方針

教頭

山　城　若　菜 ・ 当　間　とも子

神　里　彩　侑 ・ 稲　福　未　桜

山　城　理夏子 ・ 下　地　真　緒

国　吉　亜　矢 ・ 崎　原　璃　麻

　　（６）　 研究の組織図

　　    研究推進委員会          南風原町教育委員会

　　 園長・教頭・研究主任・研究副主任　　

園長
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(８) 研究の計画  

 

月 形 態 研  修  内  容 場 所 

令和5年 

4月  

園内研修会 

 

園内研修会  

・幼稚園教育目標と園経営について 

・研究主題、サブテーマについて 

・環境構成について、ドキュメンテーション作成 

津嘉山幼稚園 

 

津嘉山幼稚園 

5月 四園研修会 

園内研修会 

 

・研究主題の捉えについて 

・園児の実態把握と課題の分析 

・評価の仕方、環境の見直し 

・期の振り返りワークショップ 

・理論研究 

中央公民館 

津嘉山幼稚園 

 

6月 園内研修会 ・環境の見直し、ドキュメンテーション作成 津嘉山幼稚園 

7月  

 

四園研修会 

園内研修会 

保幼小連携  

・公開保育、保育研究会 

・園内公開保育、保育研究会  

・保幼小連絡会  

翔南幼稚園 

津嘉山幼稚園 

津嘉山小学校 

   8月 

    

幼小連携 

 

園内研修会 

 

園内研修会 

・スタートカリキュラム、アプローチカリキュラム

について共通理解 

・期の振り返りワークショップ 

・教育課程・指導計画見直し 

・環境の見直し、ビデオ研究会 

津嘉山小学校 

 

津嘉山幼稚園 

 

津嘉山幼稚園  

9月 

  

 

幼小連携  

四園研修会  

園内研修会  

・２年生との交流会 

・公開保育、保育研究会 

・理論研究  

津嘉山小学校 

南風原幼稚園 

津嘉山幼稚園  

10月 園内研修会 

四園研修会  

・環境の見直し、期の振り返りワークショップ 

・公開保育、保育研究会 

津嘉山幼稚園 

北丘幼稚園 

11月 園内研修会 

四園研修会 

園内研修会 

保幼小連携 

・公開保育資料作成 

・公開保育、保育研究会 

・環境の見直し、ドキュメンテーション作成 

・１年生の授業見学 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

津嘉山小学校 

12月 園内研修会 

園内研修会 

幼小連携 

・園評価・個人評価について 

・期の振り返りワークショップ 

・音楽発表会鑑賞 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

津嘉山小学校 

令和6年 

1月 

保幼小連携 

園内研修会 

園内研修会 

・５年生との交流会 

・実践事例について、環境の見直し 

・研究事例まとめ 

津嘉山小学校 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

2月 保幼小連携 

保幼小連携 

園内研修会 

四園研修会 

・新１年生おまねき会 

・新１年生についての情報交換会 

・期の振り返りワークショップ、研究のまとめ 

・研究実践発表会 

津嘉山小学校 

津嘉山小学校 

津嘉山幼稚園

中央公民館 

3月 園内研修会 

園内研修会 

・次年度の研究テーマについて 

・次年度教育課程、研究計画作成 

・研究収録まとめ 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 
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(９) 研究の経過  
 

月 形 態 研  修  内  容 場 所 

令和４年 

4月  

園内研修会 

 

園内研修会  

・幼稚園教育目標と園経営について 

・研究主題、サブテーマについて 

・環境構成についてのワークショップ 

・第１回アンケート実施 

津嘉山幼稚園 

 

津嘉山幼稚園 

5月 四園研修会 

園内研修会 

園内研修会 

・研究主題の捉え・各園の研究計画について 

・園児の実態把握と課題の分析、環境構成 

・期の振り返りワークショップ 

中央公民館 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

6月 園内研修会 

園内研修会 

園内研修会 

・園内公開保育、保育研究会 

・ビデオ研究会、環境の再構成 

・講師を招聘しての理論研究 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

7月  

 

四園研修会 

 

園内研修会 

保幼小連携  

・公開保育、保育研究会 

・講師を招聘しての理論研究 

・期の振り返りワークショップ、環境の再構成 

・保幼小連絡会  

津嘉山幼稚園 

 

津嘉山幼稚園 

津嘉山小学校 

   8月 

    

幼小連携 

 

園内研修会 

園内研修会 

園内研修会 

・スタートカリキュラム、アプローチカリキュラム

について共通理解 

・1学期の反省と2学期の取組について 

・ビデオ研究会、週案の見直し、記録の工夫 

・環境構成のワークショップ 

津嘉山小学校 

 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園  

津嘉山幼稚園  

9月 

 

園内研修会  

園内研修会  

・園内公開保育 

・環境構成、ドキュメンテーション作成 

津嘉山幼稚園  

津嘉山幼稚園  

10月 園内研修会 

園内研修会 

園内研修会 

・環境の再構成、期の振り返りワークショップ 

・週案の見直し、記録の工夫 

・共通理解を図る為の環境図作成 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

11月 園内研修会 

 

園内研修会 

保幼小連携 

・島尻教育研究所協力園事業・沖縄女子短期大学協

働研究協力園公開保育・保育研究会 

・環境の再構成、ドキュメンテーション作成 

・１年生の授業見学・２年生との交流活動 

津嘉山幼稚園 

南風原町役場 

津嘉山幼稚園 

津嘉山小学校 

12月 園内研修会 

園内研修会 

園内研修会 

 

・園評価・個人評価について 

・第２回アンケート実施 

・期の振り返りワークショップ 

・２学期の反省と３学期の取組について 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 

 

令和５年 

1月 

園内研修会 

保幼小連携 

園内研修会 

・環境構成のワークショップと実践 

・５年生との交流会 

・園内公開保育、研究事例のまとめ 

津嘉山幼稚園 

津嘉山小学校 

津嘉山幼稚園 

2月 保幼小連携 

園内研修会 

四園研修会 

・新１年生についての情報交換会・お招き会 

・第３回アンケート実施、研究のまとめ 

・研究実践報告会 

津嘉山小学校 

津嘉山幼稚園 

中央公民館 

3月 園内研修会 

園内研修会 

・研究収録まとめ・次年度の研究テーマについて 

・次年度教育課程、研究計画作成 

津嘉山幼稚園 

津嘉山幼稚園 
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２ これまでの具体的な取組 

(1) 理論研 

   ６月と１０月に沖縄女子短期大学の名渡山よし乃先生を招聘して 

  理論研究を行い、保育に関する助言を頂いた。自立心を育む為に必 

要な環境構成、教師の役割、幼児の実態を踏まえた週案の作成等に 

ついて研究を深めることができた。 

 

 

(2) ワークショップによる実態把握 

本園では「自立心が育まれた幼児の姿」をキーワードに挙げ、職 

員の共通理解を図るためのワークショップを行っている。 

    担任は学期や期の振り返りにおいて「幼児の姿」「行った援助」「次 

の期に向けた援助」等を書き出して幼児の実態や自立心の育ちを読 

み取り取り、その後の保育の見通しを持つための話し合いを行って 

いる。また副担任も幼児の姿を多面的に捉え、実態や時期に応じた 

援助方法などを共有するためのワークショップを行っている。 

ワークショップを通して幼児理解を深め、自立心を育むための必 

要な経験、環境構成、教師の援助等について職員で共通理解するこ 

とで、自立心の育ちを意識した一貫性のある保育実践へとつながり、 

チーム保育にも生かされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 実態調査アンケートの実施 

幼児の家庭や幼稚園での様子や育ちの変容等、実態を把握すること 

を目的として、アンケート調査を行っている。アンケート調査は担任、 

副担任、保護者の三者で、年に３回実施している。アンケートの結果 

から、三者の捉えを把握することで研究テーマ達成に向けての手立て 

としている。 

【Ⅰ期・Ⅱ期振り返り】 【テーマの捉え】 【自立心に向かう姿の捉え】 

【ワークショップ】 

【理論研】 

【アンケート】 
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（4） 週案の工夫 

週案等の保育記録は幼児理解と実際(環境構成・援助)の中で省察することが大切である。これまでの

週案は、遊びの様子は分かりやすく書いていたが、一つ一つの遊びに対する具体的な環境と援助が抽象

的で分かりづらかった。今年度は週のねらいの達成に向かって経験する内容が見やすいよう、一つ一つ

の遊びに対するねらいや必要な環境構成と援助を具体的に書きだしたことで、丁寧な幼児理解と、遊び

一つ一つの環境に込めた教師の願い(ねらい)を職員間で共有することができ、次の保育につなげていく

ことができるようになった。また、週のねらい・内容に基づいた反省評価を行う(PDCA サイクル）こ

とで、保育の改善を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

（5） 自立心を育むための環境構成の工夫 

日々の保育の振り返りや週案会議の際に、幼児の発達段階や今どのようなことを経験しているのか等

を共通確認した後に、様々な遊びの実態に応じた環境構成を担任と副担任で編成したグループで行って

いる。それぞれのグループが環境構成の意図に応じた素材や用具の選定、数などを検討し、幼児が主体

的に様々な活動を楽しむことができる環境、自分の力で行うために考えたり、工夫したりできる環境、

やり遂げた満足感を味わうことができる環境等、発達や時期に応じた環境を整えた後、全職員でチーム

保育を実践している。また、実践にあたり、整えた環境を図にすることで可視化し、援助の方法を全職

員で共有して保育のベクトルをそろえるようにしている。 

その後も、幼児の興味や関心に応じた環境になっているかを見直し、環境の再構成を適宜行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊びに対するねらい・必要な環境構

成と援助が抽象的で幼児の具体的な

姿がみえずらい 

ねらいや環境構成・援助

を具体的に記入 

ねらい・内容に 

基づいた反省評価 

PDCA サイクルで 

保育の改善を 

目指す 

【興味・関心を育む環境】 【意欲的に挑戦できる環境】 
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【環境図】 

 

 

（6） 園内公開保育・保育研究会 

本園では一人 2 回の園内公開保育を実施している。公開保育で 

は、保育のねらいを基に、どのような環境構成や援助の工夫が行 

われているか、互いに参観し合うことで、自身の保育の改善や資 

質向上に努めている。 

今年度は、互いの意見交換がしやすいよう参観の視点を具体的 

    に示すなど、参観シートの内容を見直した。また、参観シートを 

基に保育研究会(年２回)を行い保育の振り返りや、自立心を育む 

ための更なる環境や援助等について意見交換を行い、その後の保 

育につなげられるようにした。 

参観シートは全職員に回覧したことで、幼児の姿の捉えや援助 

    の方法等、多様な考え方を共有することができた。 

【友達と試行錯誤しながら遊ぶ環境】 

虫網作り しゃぼん玉 

【公開保育】 
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（7） ドキュメンテーション作成 

    毎月担任と副担任が交代で、ドキュメンテーションの作成を行 

   っている。ドキュメンテーションは「保育の見える化」だけでな 

く、担任・副担任の共通理解・振り返りにもつながっている。 

また作成したドキュメンテーションを、玄関前に掲示すること 

で園での子供の学びや成長等、保育内容を保護者に理解してもら 

える良いツールとなっている。 

さらに、各学級で作成しているドキュメンテーションは、子供 

自身が自分の遊びの振り返りや新たな気づきにつながっている。 

子供同士で遊びのイメージを共有することで、遊びの広がりや深 

まりにもつながっている。 

 

【遊びのドキュメンテーション】 

【子供と一緒に作るドキュメンテーション】 

【保護者向けのドキュメンテーション】 
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３ 実践事例 

事例（１）     「色水研究所」～試したり工夫したりしながら、いろんな色を作ろう～ 

 

① 前日までの幼児の姿(5歳児 6月上旬～)  

身近な植物に興味をもち、花摘みをしたり観察したりする姿が見られた。その中で色水作

りの経験のある子が「指でつぶすと色が出るよ」と色水作りを楽しむ姿が見られるようにな

った。 

活動の流れ 〇教師のよみとり ◎教師の願い 

 □環境構成    ☆教師の援助 

A児「ピンク色の水ができたよ」 

教師「ほんとだ！ピンク色の水になってる。

きれいだね。どうやって作ったの？」 

A児「お水の中で花をつぶしたら色が出るよ。」 

教師「お花から色が出たの？」 

A児「そうだよ」 

と、カップに水と花を入れ、指で花をつぶし

て色水作りを楽しんでいた。 

子供たちの遊びの様子から園庭に色水コー

ナーを設け、色の出やすい様々な植物を用意

した。 

 

 

 

 

【植物から色が出る面白さや不思議さを感じ

ながら】 

 

色水コーナーを設けた後、コーナーでは作

りたい色の花を探したり、「棒の方がつぶしや

すいよ」と木の枝で花をつぶしたりと自分な

りに考えながら色水作りを繰り返し楽しんで

いた。 

 

道具を準備すると、先行経験のある進級児

が、 

A 児「年中の時に使ったことある！水が少な

くても色が出るよ」 

B 児「ほんとだ！指でつぶした時よりたくさ

ん色が出てるね。ぶどうジュースみた

い！」 

と濃い色が出ることに気付き、友達と気付い

たことを伝え合う姿が見られた。 

教師「Cさんも見てみて！Aさんたちぶどうジ

ュースみたいな色が出たんだって！」 

C児「ほんとだ！どうやって色水作ったの？」 

A児「すり鉢にお花入れて棒でこするんだよ」 

B児「トントンってつぶしても色出るけど、ゴ

シゴシってするともっと色でるよ」 

C児「お花はどれ使うの？」 

 

〇身近な植物に興味が高まっているな。 

◎植物から色が出る面白さや不思議さを感じ

てほしいな。 

 

 

 

 

□教師間で遊びの発展の見通しを話し合った 

り用具を出すタイミングや言葉かけの仕方

を確認したりした。 

□子供たちがすぐに遊べるよう、また、使いた

い植物を選べるように、色が出る、匂いのあ

る様々な植物をコーナーに置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇指以外でつぶす方法に気付いているな。 

 

◎すり棒やすり鉢、軽量カップ等の道具を出す

ことで自分なりに考えたり試したりしなが

ら遊ぶ楽しさを感じてほしいな。 

 

□必要な道具を取り出しやすいように道具ワ

ゴンを用意する。 

 

 

 

 

 

〇植物から色が出る面白さや不思議さを感じ

ているな。 

〇気付いたことを友達に伝えたり、遊び方を友

達に教えたりする等、友達との関わりが見ら

れるな。 
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A児「来て、こっちだよ」 

と、友達同士で色水の作り方や花のある場所 

を教え合っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【繰り返し遊ぶ中で試したり工夫したり】 

 

C児「紫色の色水はどうやって作るの？」 

A 児「紫色の色水作りたいなら紫の花で作れ

るよ。こっちにあるよ。」 

 

D児「赤と水色の色水を作ったんだけど、混ぜ

てみてもいい？」 

教師「混ぜたらどんな色になるんだろう。楽

しみだね。」 

D児「少し色変わったような気がするけど、あ

んまり分からない」 

教師「少し赤色が薄くなっているね。この前

の絵の具遊びの時、混ぜた色が変わら

ないなって思った時、どうしていた？」 

D児「もっと絵の具を入れていた。色水も、も

っといっぱい入れたらいいのかな。や

ってみる！」 

 

 

 

 

 

 

 

R児「下から見るときれいだよ」 

B 児「太陽の光りにあてると、とってもきれ

い！」 

教師「ほんとだ！テントの中で見た時と色が

違って見えるね」 

M児「ほんとだ！」 

 

 

 

 

 

等、出来た色水の美しさに感動したり、試し 

たり工夫したりする姿や友達のしていること 

に気付き、自分の遊びに取り入れていた。 

作りたい色を作るために、自分なりに考え 

◎友達とのつながりがもっと広がってほしい

な。 

☆子供たちの気付きや驚きに共感したり友達

とのつながりが広がるような言葉をかけた

り援助したりしていく。 

 

☆作り方が分からず困っている子には、「○○

さんがすてきな色水作っていたよ。どうやっ

たのか聞いてみるといいよ」等の言葉をかけ

る。 

 

 

 

 

 

〇作りたい色に合う植物を選んで使っている

な。 

〇分からないことを友達に聞いたり自分なり

に考えたりして解決しようとしているな。 

 

〇今まで経験したことを思い出し自分なりに

考えたり試したりしながら色水を作ってい

るな。 

◎試行錯誤しながら遊ぶ楽しさを感じてほし

いな。 

 

☆以前の絵の具遊びの経験を思い出せるよう

な言葉をかけ、どうしたらいいか考えたり、

工夫したりできるように言葉をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

〇できた色水の美しさに感動しているな。 

◎明るさ・角度によって、見え方や色のわずか

な変化等にも気付いてほしいな。 

 

◎友達のしていることにも気づいてほしいな。 

☆子供たちのつぶやきをひろい、色のわずかな

変化等に気付き、考えたり試したりしながら

遊ぶ楽しさを感じられるようにする。 

☆試したり工夫したりしている姿や友達と教

え合ったりしている姿を認めたり周りの子

へ知らせていく。 

〇作りたい色の花を選び、色水を作っている

な。紫やピンク、水色の色水を作っている子

が多いな。 

◎他にもたくさんの色があることに気付いて

ほしいな。 
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たり、試したり、友達と教え合ったりしなが

ら繰り返し楽しんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こだわってじっくり遊びこむ】 

試行錯誤しながら遊ぶ楽しさをさらに感じ 

られるように、色水コーナーに色水研究所と

名前をつけ、色水を作るテーブルにカラーチ

ャートを置くと 

M児「同じ色ができたよ」 

教師「ほんとだね！他の色も作れるのか

な？」 

R児「緑は葉っぱで作れるよ」 

A児「ピンク色の色水作れるよ」 

教師「黄色の色水はどのお花使ったらいいの

かな？」 

A児「２組さんが作ってた！聞いてくる」 

A 児「Y さん、どうやって黄色の色水作った

の？」 

Y児「ひまわりの花で作れるよ」 

教師「オレンジ色はどうしたら作れるのか

な？」 

M児「オレンジの花で作れるんじゃない？」 

A児「でもオレンジの花ないよ」 

D児「混ぜたらいいんじゃない？」 

A児「いいかも！混ぜてみよう。でも何色と何

色混ぜたらいいのかな？」 

D 児「絵の具だったら黄色と赤混ぜるとオレ

ンジになるよ」 

M児「黄色とピンクの色水混ぜてみよう」 

とカラーチャートを見ながら作った色を比べ

たり、カラーチャートにある色を作るために

友達と試行錯誤する姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

また、水の量によって色水の濃さが変化する 

ことに気付き、自分の作りたい色に近づくよ 

 

 

＜室内には・・・＞ 

□たくさんの色があることに気付き、関心がも

てるように絵の具で作った色水やカラーチ

ャートをホールに置く。 

 

 

 

 

 

 

「○〇色と〇〇色を混ぜたと思う」等、混ぜた

色の予想を立てたり、どうしたら作れるのかを

考えたりする姿が見られた。 

 

□試行錯誤を楽しめるよう、色水コーナーに名

前をつける。 

□様々な色があることに気付いたり、作ったり

できるようテーブルにカラーチャートを置

く。 

 

 

 

 

 

〇どの植物を使えばどんな色ができるか気付

いているな。 

〇友達と一緒に考えを出したり友達に聞いた

りしながら工夫していろんな色を作ること

を楽しんでいるな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇じっくり遊びこむ中で、数量への興味・関心

や感覚が芽生えているな。 

☆一人一人の工夫や友達と教え合っている姿
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う計量カップに色水を入れ「もう少し水入れ 

よう」「４００のとこまでいれてみる？」とこ 

だわって色水を作る姿が見られた。 

 

【友達と思いや考えを共有しながら】 

友達と教え合ったり思いを伝え合ったりし、 

試行錯誤しながら色水を作っていく経験を重 

ね様々な色が作れるようになった子供たち。 

「いろんな色があってジュースみたいだね」 

「ジュース屋さん作ろうよ」と思いを共有し 

ながら遊ぶ姿や遊びを発展させていく姿が見 

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お店に必要なジュースを作る人、ジュース 

の名前をつける人等、自分たちで役割分担し

ていた。 

 

遊んだ後は、道具を片付けたりする姿や翌 

日も続きが出来るように置いたりする姿が見

られた。 

 

 

 

 

 

等を認めたり周りの子へ知らせたりしなが

ら友達と試行錯誤しながら遊ぶ楽しさが感

じられるような言葉かけをする。 

 

 

 

 

 

 

〇友達と思いや考えを共有しながら楽しんで

いるな。 

☆子供の思いや考えを認めたり受け止めたり

していく。やりたいことが実現できるよう一

緒に考えたり、一緒に遊んでいる子が友達の

思いや考えにも気づけるような言葉をかけ

る。 

 

□ジュース屋さんができる 

よう環境を再構成する。 

 

 

 

 

 

〇楽しさや充実感、満足感を味わったことで、

道具の準備や片づけなども主体的に取り組

んでいるな。 

 

 

 

 

② 成果  

 ・自然に触れたり関わったりする中で、子供の豊かな思考力、表現力が育まれてきた。 

 ・自分の作りたい色に近づくように、計量カップで水の量を調整する等、友達と一緒に試行錯

誤を積み重ねることで、数量や文字への興味・関心、感覚が芽生えてきた。 

 ・教師が言葉を添えることで、子供は「どうなるんだろう」と観察したり考えたり工夫したり

試したりと、探求心が芽生え、さらに遊び込んでいた。また、試行錯誤する経験を積み重ね

る中で美しさや不思議さ等に気付いたり関心を寄せたりする等の姿が見られた。 

 ・遊びを持続し、発展させ、遊び込むことで、幼児は楽しさや達成感を味わい、別の活動に取

り組んだ際にもやり遂げようとする姿が増えた。また、自分がしなければいけないことに気

付き自分たちで道具を準備したり、最後まで片付けたりする姿が見られた。 

 ・心動かされるような体験をしたことを通して、したり見たり聞いたり感じたり考えたりした

こと等を自分なりに言葉にして伝え合う姿が見られた。 

③ 今後の取り組み 
・思いや考えを伝え合ったり認め合ったりしながら遊びを進めていけるよう、振り返りの場
の持ち方（小集団や全体等）を工夫したり遊びの様子を可視化（ウェビングマップやドキ
ュメンテーション）したりする等の子供同士を繋ぐための援助や環境構成をさらに工夫し
ていく。 

 ・やり遂げた経験を積み重ね、粘り強く取り組もうとする気持ちが育つよう、新しい事や少
し難しい事にも取り組めるような環境を構成・再構成する。 

 ・自立心を育むため、引き続き子供の発達や興味・関心、遊びの様子を捉え、職員間で連携
し、環境構成や援助の手立てを探っていく。 

 水入れ過ぎたら薄くなるよ 

 
何味かわかるように
しよう 

 
いろんな色が
作れたよ！ 

 
私はジュース作る
よ！ 

 
看板があると、み

んながわかるよ 

 
いろんな味のジュー
スがありますよ！ 
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事例（２）      「友達と一緒に運動遊びに挑戦しよう！」 

 ～粘り強く友達に刺激を受けながら～ 

 

① 前日までの幼児の姿（4 歳児 １０月） 

 2 学期が始まり、友達や教師と再会を喜んでいる。戸外では年長児からの刺激を受けて運

動遊びに繰り返し挑戦する子が増えてきた。「やってみよう！」と話しながらも、思うよう

にいかず、すぐに諦めてしまう子が多い。 

活動の流れ 〇教師の読み取り ◎教師の願い 

□環境構成    ☆教師の援助 

（10 月前半） 

 ２学期に入り、運動遊びに挑戦する子が

増えてきた。年長児が竹馬や縄跳び、ホッ

ピング等の運動遊びに挑戦している姿を見

て、「先生！竹馬やりたい！」や「フラフー

プ回せるかな～」と話す子が大勢いた。一

人一人が興味のある運動遊びに挑戦する

が、竹馬が乗れなくて前に進めなかったり、

フープを上手く回せなかったりと、すぐに

諦めてしまう子も多かった。 

「運動チャンピオン」という題名を付け

て、画用紙に戸外にある運動遊びの絵を貼

り、その日に取り組んだ運動遊びに自分の

顔マグネットを貼る取り組みを行った。ま

た頑張ったこと、できるようになったこと

を室内で発表できる場を設けた。 

 

 

 

 

フープを回して遊ぶ子もいる中で、そば

で見るだけの子もいる… 

教師「〇〇さんも一緒にやってみる？」 

A 児「できないからやらない‼」 

教師「先生も苦手だから一緒に練習しよ

う！」 

B 児練習したら回せるようになるよ！」 

 

〇年長児の挑戦する姿を見て、自分達もや

ってみたいと思っている子が多い。 

□すぐに活動できるように、安全に配慮し

ながら道具の準備を行った。 

☆子供たちの運動遊びを見守りながら、一

緒に挑戦し、楽しめるような言葉かけを

行った。 

◎すぐに諦めずに、友達と一緒に楽しみな

がら頑張ってほしいな。 

☆視覚教材で今どのような運動遊びが園庭

に出ているのか見て、やってみたい運動

遊びに挑戦できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

〇やってみたいけど、思い通りに回せない

からやりたくないのかな。 

◎友達や教師に励まされながら、挑戦して

ほしいな。 

 

 

☆友達と楽しく取り組めるように、簡単な
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A 児「やってみようかな…」 

フープを身体の上から通してみたり、フー

プの上をジャンプしてみたりして、友達と

一緒に楽しみながら行った。ホールや、戸

外で友達と楽しく取り組む姿が見られた。 

 

 

 

 

数日後・・ 

A 児「少しだけ回せるようになったから、

見ていてよ！」 

教師「たくさん練習したから、できるよう

になったね‼〇〇さんもフープ名人だ

ね‼」 

C 児「先生！５回回せるようになったよ。」 

B 児「2 個一緒に回すのもできるようにな

ったよ！」 

D 児「みんなにもできるようになったこと

教えたいな…」 

教師「みんなの前で発表してみようか？」 

D 児「それいいね‼」 

B 児「やってみたい！みんなに見せたい！」 

戸外でクラスのみんなを集めて発表会を行

った。 

子供「すごい。２つ同時に回している！」 

子供「フープが止まらないで、ずっと回せ

ている！」 

友達の頑張りを認め、友達のフープが止ま

りそうになると「頑張れ～」等と言葉をか

けて、応援しながら見守る姿があった。ま

た、発表した子供たちも「みんなに応援さ

れながら発表できて嬉しかった！」「次は３

つ、４つ回せるようになりたい！」と、次

の目標をもち意欲的に取り組むようになっ

た。 

フープ遊びを提供し、子供たちが頑張れ

る言葉かけを行った。 

 

 

 

□ホールでは範囲を決めて遊ぶようにし、

子供たちと安全確認を行った。 

 

 

 

 

 

☆出来るようになった喜びを一緒に味わ

い、引き続き取り組めるような言葉かけ

を行った。 

 

 

 

 

 

☆発表する子の自信になったり、友達の頑

張りに気付いたりできるような言葉かけを

行った。 

 

 

 

□友達に発表できる場を設けて、友達の頑

張りを認めながら、刺激を受けられるよ

うにした。 
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フラフープに挑戦した後、次は竹馬に挑戦

する子が増えてきた。「竹馬に乗るの難しい

～」と話す子は、竹馬に乗れる友達からア

ドバイスを貰ったり、「誰か手伝って～少し

おさえて～」と言う子には、お互いで励ま

し合ったりしながら、友達と「今日は５歩

進めるようにする！」「少し高いのも乗れる

ようになりたい！」と目標を持って取り組

む子が増えてきた。 

周りの子が乗れるようになってきている

一方で、乗れずに苦戦をする子もいるが、

「〇〇さん乗れてきているよ！」「片手は離

してみるね！」等と、友達や教師が言葉を

かけながら一緒に取り組むことで、諦めず

に頑張る様子も見られた。 

手助けしていた子が乗れるようになると、

一緒に喜ぶ姿も見られた。 

片付けの時間になると、「明日もまた頑張

ろうね。」と話しながら、明日への期待感を

もち、片付けを行うようになった。 

数日後・・・ 

フラフープと同じように発表する機会を

設けた。友達に見せることで友達からの刺

激を受けて、竹馬に挑戦する子が増えた。

また竹馬を発表した子は、「一番高い竹馬に

乗れるようになりたい！」「高い竹馬で階段

もできるようになりたい！」と、さらに高

い目標を持って、取り組んでいる。 

 

◎目標を持って、友達と取り組む楽しさを

味わってほしいな。 

☆「竹馬に乗れる子からアドバイスをもら

ってみたらどうかな？」等と、友達と取

り組む楽しさが感じられるように、言葉

かけを行った。 

□目標に向かって取り組めるよう、子供た

ちと一緒に準備を行い、他の運動遊びと

動線が重ならないよう、環境を整えた。 

〇周りの子が乗れるようになってきて、少

し不安もあるのかな。 

☆焦らないで、意欲的に取り組めるような

言葉かけや手助けを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆明日も意欲的に取り組めるよう、今日の

振り返りをしながら、一緒に片付けを行

った。 

 

 

 

 

 

◎運動遊びを通して、友達と一緒に目標を

持ちながら何事も粘り強く続けてほしい

な。 
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② 成果 

・自信が無く遊びを避けていた子と、教師も一緒に遊んだり、友達と繋ぐ言葉かけを行った

りしたことで、友達と一緒に挑戦し合う楽しさを感じることができた。 

・できるようになったことを友達に発表する経験を積み重ねたことで、自信をもつことがで

きるようになった。 

・友達と一緒に挑戦しながら、互いに教え合ったりして次の目標を持つことができた。 

・友達の頑張りを見たことで、自分も頑張りたいと思えるようになった子が増えた。 

 

今後の取り組み 

・子供たちの「〇〇に挑戦したい！」という声を拾いながら、何事も挑戦できるようにその

都度、環境構成を工夫していく。 

・目標に向かって粘り強く取り組めるように、掲示物を工夫したり、楽しく取り組めるよう

な言葉かけを行っていく。 

・発表する場やふりかえりの場の時間やタイミングを工夫していく。 
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事例（３） 

「リレーで 1位になりたい！友達作戦だ！」 

～話し合い活動を通して～ 

                                 

① 前日までの幼児の姿(5歳児 10月初旬～下旬)  
運動会に向けてリレーを楽しんでいる。「1位になりたい！」という気持ちがあるがなかなかお

友達に気持ちが伝わらず、もどかしそうにするＡ児の姿が見られる。必要に応じて教師が仲介役
となり、走順を決めてリレー遊びを楽しんだり、走るのが得意な友達を中心に速く走る方法を 
話し合ったりする姿が見られる。そうして挑んだリレーの練習で 3 位になってしまい、悔しさ 
から泣く子供の姿があった。「リレー楽しくなかった。」「嫌な気持ちになった。」と話す姿があっ
た為、クラスで話し合いの場を持つことにした。 

 

 

活動の流れ 

〇教師のよみとり ◎教師の願い 

 □環境構成    ☆教師の援助 

リレーの練習が終わり教室に戻ると、アン

カーを走ったＡ児が泣いていることに友達が

気付く。 

Ｂ児「どうしたの？」 

Ｃ児「大丈夫？」 

Ａ児「リレー楽しくなかった、いやな気持ち

がする」 

と、話す姿が見られる。 

教師「Ａさん、どうしていやな気持ちがする

の？」 

Ａ児「だって、みんな頑張る気持ちがなかっ

たし、応援もしていなかったから楽しく

なかったし嫌な気持ちになった。」 

教師「そうなんだね。Ａさんアンカーで最後

まで一生懸命に走ったもんね。」 

Ｂ児「みんなにお集まりで話そう！」 

Ｃ児「いいね！一緒に話しをするの手伝う！」 

教師「そうだね。みんなに伝えてみようか。」 

 

【全体での振り返り】 

子供たちと学級で振り返りを行うと、 

Ａ児Ｂ児Ｃ児「みんなにお話があるよ。」 

みんな「なあに？」 

Ａ児「今日のリレーで負けていやな気持ちだ

ったよ。」 

教師「どうしていやな気持ちになったの？」 

Ａ児「だってみんな頑張る気持ちがなかった

から。」 

教師「そっか。でも頑張ったお友達もいるよ

ね？」 

そう言うと、クラスのほとんどが「頑張った

よ」と手を上げた。 

教師「見て、こんなに頑張ったお友達が沢山

いるのに、どうして涙が出るくらいい

やな気持ちだったんだろう？」 

Ｂ児「みんなおしゃべりばっかりして応援し

ていなかったよね。」 

 

○友達の様子を気にかけたり、優しく声をかけ

たりと、思いやりの心が育っているな。 

 

 

○泣くだけでなくしっかり言葉で自分の気持

ちを伝えられているな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎友達と一緒に頑張る意味を知り、運動会に対

して気持ちが高まっていくきっかけになる

といいな。 

 

□全体で振り返る場を設け、友達の気持ちに気

付き、みんなでどう取り組んだらいいか考え 

る機会を作る。 

 

 

◎友達の気持ちを知ってほしいな。 

 

☆クラス全体で考えられるよう、問いかけなが

ら話を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

○過去の振り返りの時の話をしっかり覚えて
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Ｃ児「うん、それにバトン渡すときに頑張れ

の気持ちじゃなかった人もいたよ。」 

教師「確かに、先生も応援していたけど、みん

なおしゃべりばっかりしていたから先生

も応援したい気持ちがなくなったな。バ

トンを渡す時、ぶつかって転んだ子と、

落としてしまった子がいたね。」 

Ａ児「前のお集まりでバトンは優しく、頑張

れの気持ちを込めて渡そうねって決めた

のに。」 

教師「そうだったね。みんな覚えていた？」 

クラス全体に問いかけると、「忘れていた。」

「今思い出した。」と話す姿が見られる。 

教師「Ａさん、Ｂさん、Ｃさんお話してくれて

ありがとう。今からみんなで考える時間に

しようね。今日のリレーで楽しかったな、

運動会楽しみだなって思ったお友達い

る？」 

と、問いかけると誰も手を上げなかった。 

教師「どうして楽しいと思わなかったの？」 

Ｄ児「頑張る気持ちがなくて負けたから悔し

かった。」 

Ｅ児「おしゃべりして応援していなかったか

ら。」 

Ｆ児「お友達がいやな気持ちになって悲しく

なったから。」 

教師「そっか。じゃあ運動会本番はどうやっ

たら楽しくなると思う？」 

Ａ児「頑張る気持ちで一生懸命走っていたら

楽しい！」 

Ｃ児「頑張れの気持ちのバトンを渡したらい

い！」 

Ｄ児「最後まで諦めないで頑張って走ったら

いい！」 

Ｅ児「1 位になったら楽しいから頑張りた

い！」 

Ｆ児「早く並んでかっこいいところお父さん

とお母さんに見てもらいたいから、みん

ながそうしたらいいと思う！」 

教師「みんな素敵な考えだね。今日 1 位にな

った 4組さんも 2位になった 3組さんも

並ぶのも早かったし応援もみんなでして

いて素敵だったよね。」 

Ｇ児「私走るのが遅いからすぐ抜かされちゃ

うんだよね‥･」 

教師「そっか。Ｇさんと同じ気持ちのお友達

いる？」 

と、問いかけると、クラスの三分の一ほど手

を上げる。 

教師「先生も走るの苦手だから、Ｇさんの気

持ちわかるよ。ドキドキするよね。」 

Ｇ児「うん。ドキドキするからどうやって走

いるな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆話し合いの中で、過去にみんなで決めたこと

を振り返りながら確認していく。 

 

 

☆運動会本番を意識出来るような問いかけを

し、しっかり考えながら振り返ることが出来

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

◎“頑張るから楽しい”につながることに気付

くことが出来るといいな。 

 

□子供たちから出た考えはホワイトボードに

書き、いつでも見ることが出来るようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

       （走順） 

 

 

 

 

 

 

 

☆一人一人思いが伝えられるよう、必要に応じ

て気持ちを引き出せる言葉をかける。 

 

 

 

◎どの子も楽しんで走ってほしいな。 

◎走ることが得意なお友達から走り方を教え

てもらうことで、仲間意識の芽生えにつなが

るといいな。 
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ったらいいかわからない。」 

教師「走るのが得意なお友達に聞いてみよう

か？」 

Ｇ児「どうやったら早く走れるの？」 

問いかけに対して手を上げる姿がある。 

Ａ児「腕を早く振ったら早く走れるよ！」 

Ｄ児「前を見て走ると早くなるよ！」 

Ｂ児「最後まで諦めないで走ったら速く走れ

るよ」 

教師「腕を早く振るって横に振ってもいい

の？」 

Ａ児「ううん、縦にだよ！」 

教師「そうなんだ！Ｇさん、みんなが教えて

くれたよ。お外遊びの時間、一緒に練習

してみる？」 

Ｇ児「うん！やってみたい！」 

ほかの子供たちも「やりたい！」と手を上げ

る姿がある。 

 

教師がホワイトボードに書いた子供の考えを

元に、話し合いを振り返る。 

 

教師「みんなが教えてくれた素敵な考えが沢

山あるね。読んでみるよ。 

① 最後まで諦めないで走る。 

② 頑張れの気持ちでバトンを渡す。 

③ 前を見て、腕を振って走る。 

④ さっと早く並ぶ。 

みんな、どう？」 

と、問いかけると「いいね！」「リレーやりた

くなってきた！」「頑張ったら 1位になれるか

も！」と、前向きな姿が見られた。 

Ｒ児「みんなで決めたから友達作戦にしたら

どう？」 

Ａ児「いいね！ほかのクラスにばれないよう

にしなきゃ！」 

と、クラスみんながわかるよう作戦名を決め、

運動会本番に向けた練習が再開した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分の思いを伝え、友達の考えを聞こうこと

が出来ているな。 

 

 

 

 

☆子供の言葉が具体的にイメージできるよう、

必要に応じて言葉をかける。 

 

 

 

 

☆友達とのつながりが生まれ、遊びにつながる

ような言葉かけを行う。 

 

 

 

 

 

☆みんなで考えたという意識になるよう、問い

かけながら話を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○考えを認め合い、本番までの課程を楽しんで

いるな。 

 

 

☆リレーを通して、みんなが頑張るから楽し

い、自分が頑張ることでみんなが頑張る気持

ちになるということを知り、みんなのために

諦めずに取り組めるようにする。 

  

 

がんばるぞー！ えいえいおー！ 
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② 成果 

・クラス全体で話し合う場を設けたことで、自分とは違う思いや考えを知り、友達の話を聞く

大切さに気付くきっかけになった。 

 ･振り返りの場で思いや考えを共有したことで、自分も最後まで諦めないで取り組もうという

気持ちにつながり、運動会に対する意欲も高まった。 

 ･話し合いの中で走ることが苦手な友達に走り方を教えることが自己発揮するきっかけとなり、

友達の良さに気付き、自分の良さを認められることでお互いに充実感を味わうことが出来た。 

 ･「友達作戦」という作戦名が決まったことで考えた作戦を実行しようとし、練習の中で作戦を

意識しながら話し合いながら取り組む姿が見られた。 

③ 今後の取り組み 

 ・自分の思いや考えを伝えたくなるような振り返りの場を意識しながら意図的に設け、話したり聞

いたりすることを繰り返し経験する中で、仲間意識がより深まるようにする。 

 ･子供同士のやりとりを大切にし、見守りながら必要に応じて援助をしていく。 

 ･友達の思いに気付いてはいるが、なかなか素直になれずに本当の気持ちに反した行動をしてしま

う子もいるため、丁寧に関わりながら関わる中で子供の素直な気持ちを引き出し、友達に自分の

気持ちを伝えられるよう援助する。 

 ･子供の実態に合った関わりや環境構成が行えるよう、副担任と連携しながら遊びを進め、自立心が

育まれるような援助を行っていく。 
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事例（４）     「みんなでつかざんまつり！」 

～友達と試行錯誤しながら遊びの充実感を味わう～ 

① 前日までの幼児の姿（5 歳児 1０月下旬～11 月初旬頃） 

休日に那覇大綱挽や産業まつりに行った子供たちが多く、「お店屋さんがたくさんあっ

たよ！」「○○は、わたあめ食べたよ」、「○○は、くじ引きしてカード当たった！」な

ど、祭りで経験したことを教師や友達に伝えている。その後、製作コーナーの綿を使っ

てわたあめを作ったり、お家でくじ引きを作ってきたりと、祭りの経験を再現して遊ぶ

子が出てきた。11 月に入り、幼稚園でつかざんまつりが行われることを知らせると、子

供たちは意欲をみせ、どのようなお店屋さんがしたいかを話し合った。たくさんの候補

の中から、射的と金魚すくいのお店を開くことに決まり、まつりに向けて準備を進める

ことになった。 

活動の流れ 〇教師の読み取り ◎教師の願い 

□環境構成    ☆教師の援助 

（射的屋さん） 

まつりで射的を経験した子を中心に、ど

んなものが必要か話し合い、射的に必要な

割りばし鉄砲を作ることになった。 

K 児「俺、作り方分かるよ！割りばしと輪

ゴムを使うよ！」 

家庭で作った経験のある K 児から、作り 

方を教わり、みんなで割りばし鉄砲作りに

取り組んだ。切った割りばしをバランスよ

くつなげたり、輪ゴムを通したり一人で難

しい場面では、「一緒に手伝って」と伝え、

友達と協力して進める姿が見られた。また、 

後半になると自分で作り方を確認し、じっ 

くり製作に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇射的の経験がある子が、具体的に話すこ

とで、イメージを共有しているな。 

◎友達と一緒に遊びを進める楽しさを味わ

ってほしいな。 

 

□自分たちで製作できるよう、割りばし鉄

砲に必要な材料を準備した。（割りばし、

輪ゴム） 

☆「割りばし鉄砲は、どうやって作るの？」

と作り方を知っている子に聞き、教えた

り教わったりできるよう言葉をかけた。 

☆割りばし鉄砲の作り方を自分で確認しな

がら進められるよう、手順を視覚的に分

かりやすく表示した。 
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 その後、景品のカードや射的台の製作に

取り組んだ。射的台が完成すると、実際に

景品を置き、割りばし鉄砲で当てることが

できるか実験を行った。 

Ｓ児「射的台から遠いと、輪ゴムが景品に

当たらないね」 

Ｔ児「もう少し前からにしよう。テープで 

   印もつけよう」 

友達と考えを出し合い、射的の立ち位置が

決まると、友達と挑戦することを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

作成したウェビングマップを見ながら、 

H 児「割りばし鉄砲も景品も準備ばっちり

だね！」 

T 児「あとは、お客さん来た時に誰がどん

なことするか決めよう！」 

と活動を振り返り、まつり当日に期待をも

つ姿が見られた。 

 

 

（金魚すくい屋さん） 

 実際に金魚すくいを経験した子が少なか

った為、絵本や教材を見てイメージを共有

した。 

R 児「金魚すくいには、金魚とポイが必要

だね」 

C 児「ポイ作るの難しそうだね・・」 

Ｍ児「ポイの外側はモールで作れそうだよ」 

Ｓ児「中の白いところは、紙にする？」 

M 児「破れないとおもしろくないよね」 

これまでの経験から、ポイにできそうな

素材について話し合い、製作を行った。 

□子供たちから出たアイデアが実現できる

よう、必要な材料を準備した。（段ボール、

ガムテープ、塗り絵、ラミネート） 

☆子供たちなりに試す姿を見守り、「どれぐ

らいの距離だと当たるのかな？」と一緒

に考えたり、「○○さんはどう思う？」と 

 思いを引きだしたりして、友達同士で考

えを伝え合いながら進められるよう言葉

をかけた。 

☆話し合う姿や子供たちの考えを認め、自

信をもって活動に取り組めるよう言葉を

かけた。 

 

 

 

☆その日の活動を書き込んだり、写真を貼

ったりできるウェビングマップを作成し

たことで、視覚的にも振り返ることがで

きるようにした。 

 

 

 

 

 

 

□イメージが共有できるように、夏祭りに

関する絵本や教材を準備した。 

◎友達とイメージを共有し、試したり工夫

したりしながら遊ぶ楽しさを味わってほ

しいな。 

☆子供たちの気付きや発見を受け止め、ど

のような素材なら作ることができるか一

緒に考えていった。 

□イメージしたものを再現できるよう、必

要なものを準備した。（モール、セロハン

テープ、紙） 
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M 児「モールを 2 本か 3 本つなげたら、ポ

イの形が作れるよ」 

H 児「本当だ！中の紙はどうやって貼る？」 

M 児「セロハンテープにしてみよう」 

 

 

 

 

 

 

H 児「ポイが完成したから、水につけて実

験してみよう！」 

水につけて実験した結果、ポイの白い部

分を紙にしてしまうと、なかなか破れない

ことが分かった。ティッシュにすると破れ

ることが分かり、モールにティッシュを挟

んでポイを作ることになった。 

 

また、金魚作りでは、どの素材で作った

金魚が水に浮かぶのか実験を繰り返した。 

Ｒ児「紙で作ったら、破けちゃったね」 

M 児「重くて沈んでいる金魚もいるよ」 

 

 

 

 

 

Ｓ児「ヤクルトのカップは水に浮かぶよ」 

C 児「ゼリーのカップはどうかな？」 

話し合いを重ね素材を比べた結果、軽く

て水に浮かぶプラスチックで金魚を作るこ

とになった。ポイと金魚が完成すると、実

際に金魚すくいを行った。 

Ｍ児「金魚 2 匹もすくえたよ～！」 

Ｓ児「ポイ破れちゃった・・」 

完成した金魚すくいを自分たちでやってみ

〇子供たち同士で、考えを出し合ってポイ

作りを進めているな。 

 

☆一人一人のアイデアを認めたり、周りの

子に知らせたりすることで、互いの考え

を認め合いながら遊びが進められるよう

言葉をかけた。 

 

 

 

□水を使ってもいい場所や使う道具など、

一緒に決めることで、自分たちで実験が

進められるように準備した。 

☆子供たちの気付きや発見に共感し、「どん

な素材ならいいのかな？」と一緒に考え

ていくことで、他の素材で試したり工夫

したりできるよう言葉をかけた。 

 

 

〇実際に金魚を水に浮かべてみることで、 

 様々なことを発見しているな。 

◎素材の特性に気付き、考えを出し合いな

がら金魚作りをしてほしいな。 

 

☆子供たちの気付きや発見に共感し、「どう

した金魚は浮かぶのかな？」と問いかけ

たり、友達の考えを聞いたりすることで、

素材の特性に気付けるよう関わった。 

□気付きや発見を書いて共有できるよう、

ホワイトボードを準備した。 

 

☆「金魚すくい完成したんだね！」、「とて

も楽しそう！やってみたいな」と自分た

ちで作り上げた喜びや満足感が味わえる

よう言葉をかけた。 
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たことで、楽しさや満足感を味わった。 

振り返りの場では、 

M 児「何回も作り直して、ポイや金魚を作

ることができました」 

S 児「実際にやってみて、金魚をすくえたこ

とが嬉しかったです」 

など、工夫したことや頑張ったことをみん 

なにに伝え、共有した。友達から、「おもし 

ろそう！」、「やってみたいな」と伝えられ 

ると、嬉しそうな表情を見せ、まつり当日 

に期待をもつ姿が見られた。 

 

（つかざんまつり当日） 

 射的屋さんは舞台で、金魚すくい屋さん

は掃き出し口でお店をオープンした。お客

さんの年中児がやって来ると、「いらっしゃ

いませ」、「やり方が分からなかったら教え

るよ」と優しく言葉をかける姿が見られた。

割りばし鉄砲で景品を当てることができた

り、ポイを使って金魚をすくうことができ

たりした時には、「やったね！おめでとう」

と喜びに共感し、年中児も満足感を味わう

姿が見られた。 

 

 

 

 

 

まつり後半には、お客さんとして他学級の

お店を回った。 

S 児「一緒に焼きそば買いに行こう」 

K 児「3 組のゲーム、楽しかったよ！一緒に

行こう！」 

食べ物を買ったりゲームをしたり、友達と 

一緒にまつりを思い切り楽しむ姿が見られ 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆友達の活動を知り、工夫したことや頑張

ったことなど互いを認め合えるよう、振

り返りの場を設けた。 

 

 

☆子供たちと事前に役割を確認すること

で、お店屋さんになりきって活動に取り

組めるようにした。 

〇お店屋さんになりきっている子、緊張し

ている子がいるな。 

◎お店屋さんとして、年中児をリードして

ほしいな。 

☆年中児に優しく接する姿を認めたり、自

信がもてるよう「○○さん、優しく教え

ていて素敵だね！」と言葉をかけたりし

た。 

 

 

 

 

〇自分たちがお客さんになることを、喜ん

でいるな。 

◎まつりの雰囲気を味わいながら、友達と

楽しく過ごしてほしいな。 

☆どのお店に行こうか迷っている子には、 

 一緒にお店を見て回ったり、どんなお店

があるか友達に聞いたりしながら、安心

してまつりに参加できるようにした。 
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（振り返り） 

 まつりが終わると学級に戻り、振り返り

を行った。 

 

H 児「射的屋さん、とても忙しかったけど 

お客さんが楽しいと言ってくれて、 

   嬉しかった」 

T 児「お客さんになって、いろんなお店に 

   行ったのが楽しかった」 

 一人一人、頑張ったことや楽しかったこ

とを伝え、みんなで共有した。 

 

また、年中児数人が教室を訪れ、「射的で、

当てたのが嬉しかった」、「金魚すくいが難

しかった」、「優しく教えてくれて嬉しかっ

た」と感想を直接伝えてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

年中児から感想やお礼を伝えられた子供

たちは、「つかざんまつりやってよかっ

た！」と嬉しそうに話し、満足そうな表情

を見せた。 

 

◎頑張ったことや楽しかったことを、みん

なで伝え合って共有したいな。 

☆互いの頑張りを認め合ったり、楽しさを

共有したりできるよう、振り返りの場を

設けた。 

☆子供たちの思いに共感したり、認めたり

することで、達成感が味わえるような言

葉をかけた。 

〇お店の人の大変さやお客さんに喜んでも

らえる嬉しさ、お客さんとしてお店に行

く楽しさを味わっているな。 

 

☆「みんなが優しく教えてくれて、年中さ

ん嬉しかったんだって！」、「先生も嬉

しいな」と、子供たちの姿や頑張りを

認めることで、年長児としての自信や

達成感が味わえるよう言葉をかけた。 

 

 

 

☆子供たちからの感想や年中児が話してく

れたことを振り返り、みんなでまつりに

向けて取り組んできた達成感や喜びが味

わえるよう言葉をかけた。 

 

② 成果 

・ウェビングマップにその日の活動を書き込んだり、写真を貼ったりしたことで遊びの状況

が分かりやすくなり、自分たちで活動を振り返るようになった。また、明日はどのような

活動をするか、なにが必要かなど見通しをもって取り組めるようになった。 

・子供たちが自ら考えたり工夫したりする過程を大切にしたことで、子供同士でアイデアを

出し合ったり認め合ったりしながら遊びを進めることができた。 

・まつりが終わると、「みんなで頑張ったね！」と互いの頑張りを認め合ったり、「お客さん

が来て嬉しかったね」と思いを伝え合ったりする姿が見られた。「つかざんまつり」とい
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う共通の目的に向かって取り組んできたことが、友達と一緒に遊びを進める楽しさや満

足感を味わう経験につながった。 

 

③ 今後の取り組み 

・子供たちの「やってみたい」という意欲を大切にし、友達同士での遊びが広がるよう、そ

の時期の興味・関心に沿った環境構成や援助を行っていきたい。 

・今後も、友達と思いや考えを出し合ったり協力したりしながら園生活を進め、友達のよさ

や一緒に活動する楽しさが味わえるよう援助していきたい。 
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事例（５） 

「年長さんを招待してぱんだ組祭りをしよう！」 

～年長児に刺激を受けて～ 

 

①前日までの幼児の姿（４歳児、１２月） 

１１月末、年長児が開催する“つかざんまつり”に招待してもらい、自分たちで財布とお金

を作って参加した。射的屋さんやオシャレ屋さん、レストラン、おばけ屋敷等、たくさんの

お店が並び、目を輝かせている年中児。お祭りでは、年長児に優しくリードしてもらったり、

やり取りを楽しみながら一緒に遊んでもらったりと、アイディア溢れるお祭りに夢のよう

な時間を過ごした。この感動的な体験から、今度は自分たちが年長児を招待してお祭りがし

たいと話す言葉が聞こえてきた。 

 

活動の流れ 〇教師の読み取り ◎教師の願い 

□環境構成   ☆教師の援助 

【年長児の開催するつかざんまつりの様子】 

 

 

 

 

 

振り返りの場を設けると、 

Ａ児「ビー玉転がしやユーフォ―キャッチャ

ー、色んなゲームがあって楽しかった！」 

Ｂ児「レストランのスパゲッティが本物みたい

で美味しかったよ！」 

Ｃ児「映画もとっても面白かったよ！アンコー

ルして 2 回も見た！」 

Ｄ児「オシャレ屋さんでネイルしてもらって嬉

しかった！ピアスもしてもらって可愛か

ったよ！」 

Ｅ児「ぱんだ組も年長さんを招待してお祭りが

したい！」 

教師「いいね。面白そう！ぱんだ組さんは年長

さんにどんなものが見せたいの？」 

Ｆ児「ぱんだ組にもお祭り（屋台）があるから、

そのお祭りに呼びたい！」 

Ｇ児「オシャレ屋さんもやってみたい！」 

〇年長児のお祭りに刺激を受け、教師や

友達に伝えたいことがたくさんあり

そうだな。 

□振り返りの場を設け、互いの思いを共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇年長児に感謝の気持ちをもち、自分た

ちも何かお礼となることがしたいと

思っているのではないかな。 

◎年長児からの刺激をきっかけに、年中

児も友達と同じ目的に向かって遊び

を進めてほしいな。 

☆思いや考えを出し合い、話し合うきっ

かけとなる言葉をかける。 
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Ｈ児「製作で作ったゴジラも見せたい！」 

教師「どれもいい考えだね。ゴジラは見せるだ

けでいいのかな？年長さんに喜んでもらう

ためにゴジラを使って何かできないかな？」 

Ｉ児「ゴジラと握手ができるのはどう？」 

Ｈ児「ゴジラの映画したら？」 

Ａ児「映画ってどんなしてやるの？」 

教師「映画みたいなショーにするのはどう？」 

Ｂ児「いいね！ゴジラのショー！今作ってるゴ

ジラのトンネルも完成したらいいかも！」 

話し合いの結果、お祭りとゴジラショーに招

待するということに決まる。 

 

翌日からの好きな遊び 

お祭りコーナーでは、これまで作ってきたお

祭りに新しい商品を作り足したり、「レジも必

要だよね」と廃材を組み合わせてレジを作った

りするなど、友達と一緒にお祭りをイメージし

て遊びを進めようとする姿が見られた。 

また、「お店の人がもっといっぱいはいるよ

うに広くした方がいい。」「アクセサリー屋さん

も一緒だと楽しい！」等と、思ったことをどん

どん言葉にしているので、そのつぶやきを聞き

逃さないよう教師も一緒に遊ぶ中で、子供のた

ちの思いを受け止め、一緒に場を整えていっ

た。 

ゴジラコーナーでは、トンネルを完成させて

年長さんに通ってもらいたいとトンネルを強

化したり、ゴジラショーを見せようと自分たち

でお話を考えてみたりと、友達と力を合わせて

遊びを進めようとする姿が見られた。 

 

お祭り前日 

年長児に招待状を渡すため、文字が分かる

子が代表となり招待状を書いた。どんなことを

知らせたらよいか考え、「ぱってどんなして書

 

☆子供たちの発想を認めながら、喜んで

もらうためにはどうしたらよいか思

いや考えを引き出していく。また、年

長さんを招待するという同じ目的に

向かって話し合いができるよう、言葉

を補っていく。 

 

 

 

□話し合いで決まったことが実現でき

るよう教室の環境を見直す。 

 

 

□子供たちから出た必要な材料や道具

を準備する。 

☆作りたい商品が再現できずに困って

いる時は、教師も一緒に方法を考えな

がら、同じ目的に向かって遊びを進め

る楽しさが感じられるよう援助する。 

□どんな空間にしたいのか思いを聞き、

子供たちと一緒に場を整えていく。 

 

【トンネル作りの様子】 

 

 

 

 

 

 

☆同じ目的に向かって遊びが進められ

るよう互いの思いをつないでいく。 

 

〇年長児から招待状をもらった経験か

ら、自分たちも招待状で知らせたいと

考えたんだな。 

 

－29－ 



 

 

くの？」等と文字の書き方を教師に聞きなが

ら、一文字ずつ丁寧に書いていた。 

招待状を渡す時は、緊張しながらも「ぱんだ

組でお祭りをやるので遊びに来て下さい！」と

しっかりと伝えることができた。 

 

 

また、年長児に喜んでもらうためにどうした

らよいか話し合うと「来てくれてありがとうの

プレゼントを渡したい！」と折り紙でサンタの

メダルを作ることになる。 

サンタの折り方が分かる子がミニ先生とな

り友達に折り方を教え、リボンを付けるなど、

自分たちで最後まで完成させていた。 

また、おもてなしの方法を話し合ったこと

で、お祭りの店員さん、トンネル係り、ゴジラ

係りと当日の役割を決めたり、事前にゴジラシ

ョーのリハーサルを行ったりする姿につなが

った。「早く来ないかな？」「喜んでもらえるか

な？」と友達と顔を見合わせ、期待に満ちた表

情で最後の準備を行っていた。 

 

お祭り当日 

年長児が来ると期待と共に緊張感に包まれ

て、どの子も顔がこわばっていた。教師が「い

らっしゃいませ～。」「大丈夫だよ。練習したよ

うに『トンネル通って下さい』ってみんなで言

ってみよう！」と言葉をかけると、声を合わせ

て「トンネル通って下さい」と元気に伝えるこ

とができた。 

一言目が伝えられたことで緊張が和らぎ、そ

の後は「いらっしゃいませ。やきそばあります

よ～。」「チョコバナナもあります。」「こっちで

ゴジラと握手ができますよ。」と年長児に自分

から話しかけることができていた。年長児から

「これ、おいくらですか？」「どこで食べたら

【招待状を渡す様子】 

 

 

 

 

 

 

□当日、年長児をもてなす方法について

学級全体で話し合う場を設ける。 

☆教師がやり方を教えるのではなく、得

意な子が教えることで自信につなが

るよう友達とつないでいく。 

【プレゼントのメダル作りの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇年中児なりに「おもてなししたい」「喜

んでもらいたい」という思いがあるか

らこそ緊張しているんだな。 

☆教師が笑顔で話すことで、モデルとな

るようにする。また、緊張が和らぐよ

う安心できる言葉をかける。 

 

 

◎友達と一緒にお祭りを進める楽しさ

や、やり遂げる充実感を味わってほし

いな。 

◎年長児との関わりが更に深まるとい

いな。 
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いいですか？」と優しく話しかけられると、笑

顔でやりとりを楽しんでいた。 

【お祭りでのやりとりの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

全てのプログラムを終えると、安心した表情

を浮かべ、「お兄ちゃんたち喜んでくれてよか

ったね。」と年中児なりに友達と一緒にやり遂

げた充実感を味わっている様子だった。 

☆自分たちで進めようとする姿を見守

り、必要に応じて援助する。 

【ゴジラショーの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

☆友達と一緒にやり遂げた充実感、年長

児をおもてなしできた喜びに共感し、

一人一人の頑張りを認める言葉をか

ける。 

 

②成果 

・教師が思いを引き出したり、言葉を補ったりするなど、互いの思いや考えをつなぐ援助を

行ったことで、子供たち一人一人が自分の思いや考えを言葉で伝えることができ、同じ目

的に向かって遊びを進めようとする姿につながった。 

・学級全体で話し合いの場を設けたことで、年長児をおもてなししたいという目的をもち、

同じ目的に向かって遊びを進めるようになった。 

・同じ目的に向かって遊ぶ中で、友達と力を合わせたり、互いの考えを受け入れたり、試行

錯誤しながら進める姿が見られるようになり、お祭り当日は友達と共にやり遂げる充実

感を味わうことができた。 

・年長児に感謝の気持ちをもち、年中児なりにおもてなしをしたことで、年長児との関わり

がより深まった。 

 

③今後の取り組み 

・友達と同じ目的に向かう中で、様々な感情体験ややり遂げる経験を重ねさせたい。 

・今後も、思いを実現するために試行錯誤しながら遊びを進められるよう援助していく。 
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事例（６） 

「きれいな葉っぱ、みーつけた」 

～やり遂げる姿をめざして～ 

                                 

① 前日までの幼児の姿(5歳児 11月上旬)  
園庭で集めることのできる身近な自然物を使って友達と一緒に自然物ままごとや、くっつき虫

ダーツなどを繰り返し楽しむ姿が見られる。また、木の枝を集め、立体的に重ね合わせて「枝同
士をくっつけて、面白い形を作りたいな！」「セロハンテープとのりではくっつかなかったから、
ボンドを使ってみたい！」という声もあり、自然物を使った遊びを膨らませていく姿があったの
で、自然物遊びができる環境構成を行うことにした。 
 
 

 

活動の流れ 

〇教師のよみとり ◎教師の願い 

 □環境構成    ☆教師の援助 

 

―――――【準備に意欲的な姿】――――― 

 遊びに必要なものが、ワゴンにセットされ

ている環境を整えたことで、子供たち自らワ

ゴンをコーナーに出す姿が見られた。 

 

K児「先生―、葉っぱで花火づくりがしたいか

ら、自然物ワゴンを持って行くね‼︎」 

R児「一緒に運ぶの手伝うよ！こっち持つか 

ら、K児は、あっち持ってね‼︎」 

と、遊ぶための準備を意欲的に進める姿に、 

教師「自分たちで遊ぶ準備がしたくなるぐら 

い、遊びたい遊びがあるんだね!先生も

仲間に入れてね!」 

K 児、R 児「うん、いいよ!完成したら、先生

に見せるね!」 

と、積極的に準備をする姿があった。 

 

――――【諦めずにやり遂げる姿】――――

― 

 

 

 

 

K児「先生、花火づくりの続きがしたいから 

赤い葉っぱを集めに行くね！」 

教師「赤い葉っぱ、どこにあるかなぁ？」 

K児「知ってるよ!小学校の運動場の近くに生 

えている木にあるよ!」 

「K、ずっと前から赤い葉っぱが、あ 

そこにあること知ってたんだよ!」 

と、園庭の木々の特徴を、これまでの活動の

中から把握していた様子の K 児は、目的の場

所に颯爽と向かっていき、目当ての赤い葉っ

ぱを集め、花火づくりに取りかかった。 

 

 

 

◎自然物遊びを楽しみながら自己発揮ができ

る経験をしてほしい！ 

□じっくり活動ができる木陰の場所に自然物

遊びのコーナーを設けた。 

□使うものが取り出しやすいように 3 段ワゴ

ンを使用する。 

☆使うものの素材や教材、教具等を子供たちが

使う時に教育的な意味を持つようなものを

精選した。 

(画用紙・コピー用紙…遊び方の違いでどれを

使用した方がよいか選べるよう

に。 

透明ケース…集めた自然物がダイレクトに視

覚に働きかけるように。 

紙テープ…引っ張り過ぎたりせずに丁寧に扱

えるように。また、紙テープだと風

をとらえた遊びにも気づくかもし

れない…。 

ボンド…この時期に応じたボンドの正しい扱

い方を知ってほしい。等…。) 

□自然物遊びが深まるような視覚教材の掲示

をした。 

 

 

 

 

 

―――――――――――――――――――― 

□3段ワゴンが目につくようにコーナー近くの

ベランダに出して置く。 

☆今日の遊びたい遊びの話し合いをさりげな

く行い、自然物遊びがしたくなるようにし

た。 

☆意欲的に準備をしている姿を認めながら、 

 一緒にコーナーを整えたりして、場の整え方

も身につくようにした。 

真っ赤な葉っぱを集めて、

花火づくりの続きをしよう! 
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R児「もう、ヤダなぁ。くっつけたいけど、 

すぐとれちゃう…。」 

教師「Rさん、頑張っているね!」 

  「Rさんが作りたいもの、先生も、お友 

   達も見たいから、完成できるように、 

   押さえたり、ボンドの塗り方を一緒に 

   やってみようね!」 

   「Rさん、ボンドの量の付け方いいぐ 

らいだね！上手に塗れてるから、ちゃ 

んとくっつくと思うよ！完成したら○ 

○先生に、ボンドを塗るのを頑張った 

よ！って伝えてね！」 

と、R さんの完成させたい意欲や諦めずに取

り組む姿を Rさんにわかるように伝えた。 

 

 

 

ある日の姿 

 自然物製作と自然物ままごとが同じテーブ

ルで遊ぶ姿があった。 

↓ 

【干渉しないようテーブルを分けた】 

 

 

 

 

 

（製作）        （ままごと） 

 

異年齢との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年中児「作り方が、写真を見ただけでは、わか 

らなかったけど、年長さんが教えて 

くれたから、遊び方がわかって嬉し 

い！やってみたら楽しかった！」 

 

☆活動するための準備が自分たちでできた喜

びが味わえるような言葉をかけた。 

☆自然物を遊びに取り入れようと、園庭の様々 

な場所から自然物を探している姿をとらえ 

発見や気づきに共感し合った。 

◎イメージしたものが完成した体験を通して 

 自信や、やり遂げた姿につなげたいな。 

☆子供たちのアイデアに感心したり、時には失

敗して残念がったり、諦めたりする姿(年中

児)を励まし、意欲が高まるようなアドバイ

スをしていった。 

 

 

 

 

 

☆作りたい意欲が減退しないようにタイミン

グを見て、言葉をかけたりし、完成した際の

自信につながるようにした。 

☆完成した製作物は、皆が見れるように掲示

し、自信が高まるような言葉をかけたり、友

達のよさに気づけるようにした。 

 

 

 

 

□自然物製作と自然物ままごとが干渉しない

ように、使うテーブルに違いを持たせた。 

○2 つの遊びが干渉することで生まれる遊び

や、学びがあったのではないか…。 

○教師の意図が優先した再構成であった。子供

たちは純粋な気持ちで自然物製作と自然物

ままごとを楽しく融合させてみたかったの

かもしれない。幼児理解を行なったうえで、

その様子をもう少し見守ってもよかったの

かな。 

 

 

 

 

 

 

 

○年中児も楽しめるようにと、年長児としての 

優しさある考えを出してくれたんだな。 

 

 

 

 

◎年長児として、年中児への関わり方をこれか

らも身に付けてほしいな。 

この作り方はね、

鉛筆で擦るとでき

るんだよ！ 

葉っぱがズレないよ

うに、テープで留め

るといいよ！ 

葉っぱをこの紙にくっつけ

たいけど難しくて…。 
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教師「年長の○○さん、いろいろなことを知

っていたね！年長さんに遊び方を教え

てもらうと、いろいろな遊び方がわか

るから、楽しいね！また、年長さんに聞

いてみるといいね！」 

教師「○○さんの考えた遊び方を年中さん 

に教えている姿、かっこよかったよ！ 

優しい○○さんから教えてもらった年 

中さん、遊び方がわかって喜んでい 

たね！○○さんの優しい教え方で、 

また、困っている年中さんがいたら、 

○○さんが教えてあげてね！」 

年長児「年中さんに説明するの、苦手な時も 

    あるけど、困っている年中さんがい

たら○○の遊び方をまた教えてみ

る！」 

と、少し照れくさそうにしながらも、年中児

に頼られる喜びを感じているようだった。 

 

試行錯誤する姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H児「昨日は、木の枝で凧を作ったけど、 

今日は、枝よりも軽いストローで凧を 

作ったら、よく飛びました!」 

と、振り返った H児。 

教師「凧は、何で作りましたか？」「なぜ、ス

トローを使おうと思いましたか？」「ストロー

で作った凧は、どんなふうに飛びましたか？」 

と教師は、H 児の思いや考えを引き出すよう

な質問をしながら振り返った。振り返り聞き、

興味を持った子が増え、翌日以降、凧づくり

をして、完成した凧で遊ぶ姿が数人見られた。

また、H 児が友達に素材の場所や作り方を友

達に教える姿も見られた。 

 

――【見通しを持って主体的に遊ぶ姿】― 

S児「○○さんが、作っていたもの、今日、 

作ってみたいな！」 

  「作り方を、教えてほしいな！葉っぱは 

どこから集めたの？」 

教師「昨日、○○さんが話していた遊び方を 

聞いて、やってみたいと思ったんだ 

 

 

 

☆年中児へは、年長児から教わったことで遊び

方が広がった喜びを共感した。 

 

 

 

 

 

 

☆年長児へは、年長児として年中児に優しさあ

る関わりをしていたことを褒め、年長児とし

てできる喜びや自覚が持てるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○紙テープの性質を知り、紙テープで風をとら

えた遊びにも興味を持っているな。 

 

○風遊びに必要な素材を自分たちで準備し、遊

び方を考えるなど、自立心が育まれている姿

かな。 

 

◎口数の少ない H児が、自分の思いや考えを友

達と伝え合い、アイデアを生み出してほしい

な！ 

☆振り返りの場を設け、本児の遊びを紹介し

て、友達とのつながりが生まれるようにし

た。 

 

 

☆H 児の思いや考えを認めたり、H 児のよさを

感じられるようにした。また、質問するなど

して H 児の考えを他の子供たちと共有でき

るようにした。 

 

 

 

 

 

 

○昨日まで関心がなかった子が、興味を持って

楽しんでいるな。 

 

○この自然物遊びコーナーの存在を、友達との

関わりの中で知ったのだろうな。 

昨日は木の枝を使

って、重そうだっ

たから、今日はス

トローを使ってみ

よう！ストローが

軽いからね！ 

 

昨日より軽いか

ら、飛びそうだ！ 
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ね！」 

「お友達の話も、しっかり聞いて、や

ってみたい遊びが見つかること、い

いことだね！」 

と、遊びに向かう姿や、友達の話を聞いてい

た姿を認めた。 

 

 

 

 

――【身の回りのことを進んで行う姿】―― 

ある日、コーナーから教師が離れていた時

に、片付けの時間になった。周囲で活動して

いた友達が、片付けをし始めていることに気

づいた M児。 

M児「このテーブルを片付ける場所、知って 

るよ！」 

「自分が遊んだものだから、自分で片付

けるね！」 

と、周りの状況を知り、進んで片付けに取り

組んでいた。 

教師「○○さんって、片付けの仕方をよく 

知っている片付け名人だね！ありがと 

う！先生が、いなくても片付けていた 

から、びっくりしたよ！すごいね！」 

と、進んで片付けを行なっていた姿を褒め、 

完成したものについても、話を聞いて余韻を

楽しみながら、学級へ戻れるようにした。 

 

 

○これまで自然物遊びコーナーで遊んでいた

子を取り上げた学級での振り返りが響いた

のだろうな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆片付けを進んで行なっている姿を大いに褒 

め、明日の遊びに期待が持てるような言葉を 

かけた。 

 

 

 

 

 

 

 

○使ったものが元の場所に片付けやすいよう

に教材名の表示をしたり、満足した遊びがで

きたりしたことで、進んで片付ける姿につな

がったのだろう。 

 

② 成果  

・子供たちの発達や興味・関心に基づいた環境の構成と援助をしたことで、その遊びを通し

て、その子のよさが発揮でき、自信につながった。 

・振り返りの中で、発見したこと、考えたこと、感じたことなどを友達と伝え合うことで、 

自分のよさや友達のよさを知ったり、他児は友達の遊びに興味や関心を持ったり、主体的

に遊ぶようになった。 

・教材、教具を子供たちが使いやすく、片付けしやすいような環境にしたことで、自分たち 

で準備する姿や、進んで片付けをする姿につながった。 

・年長児、年中児も一緒に同じ場で遊びを進めることで、年長児が年中児を思いやる姿が見 

 られた。 

・年中児は、作りたいものや、わからないことを年長児へ親しみを持って聞く姿が見られた。 

 

 

③ 今後の取り組み 

・遊びが楽しくなるように、友達と一緒に考えたり工夫したりできる環境構成と援助の工夫 

を行なっていく。 

・子供の活動の場面に応じて、友達との関わりや困り感の解決などの援助のタイミングを工 

 夫していく。 

・できるようになったことに自信を持ち、更に難しいことにも挑戦したくなるような環境構 

 成や援助の工夫を行なっていく。 

・互いの考えを認め合える支持的風土のある学級経営に努める。 
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事例（７）       「互いに考え工夫して遊ぼう！」 

～友達と一緒にルールのある遊びを通して～ 

 

① 前日までの幼児の姿（５歳児 11 月～12 月） 

ドッジボールやサッカーを友達と一緒に楽しむ姿が見られ、基本的なルールが分かり繰

り返し楽しむ姿が見られる。その中で、遊びがより楽しくなるように遊び方やルールを

考え確かめたり、互いの考えを認め合ったりしながら遊びを進めている。 

活動の流れ 〇教師の読み取り ◎教師の願い 

□環境構成   ☆教師の援助 

【11 月】≪園庭サッカー≫ 

子供「一緒にサッカーしよう」 
子供「チームに分かれよう！」 

「赤対青な」 
教師「試合するのかな？」 
A 児「そうだよ。チームに分かれてから」 
教師「園庭でドッジボールもやりたいって言

うお友達がいるんだけど、どこ使おう
か？一緒に考えよう」 

Ｂ児「じゃあ、ドッジボールする人も一緒に
考えよう」 

教師「そうだね、みんなで園庭の使い方考え
たら楽しく遊べそうだよね」 

Ａ児「俺たちこっち側を使いたいから、ドッ
ジボールは向こう側でいい？」 

Ｃ児「いいよ～」 
教師「今、決まったこと他の遊びをしている

子や後から遊びに入りたい子にわか
るような方法ないかな？」 

Ｄ児「園庭の絵描いてから、書いておけばい
いんじゃない？」 

教師「いい考えだね。誰がみても分かりやす
いかも。先生作ってみるね」 

教師は他の職員ともこの 

事柄を共有し、園全体で 

集会をもち自分たちで遊 

びの場や使い方を考えら 

れるよう、共通理解した。 

――――――翌日からの遊び―――――― 

互いに誘い合い、遊び出す前に場の確認を

している。その後コートのライン引きや、チ

ーム分け、作戦会議等、自分たちで遊びを進

めている。 

 しかし、試合が途中で中断する場面が度々

 

〇友達と一緒にルールのある遊びを繰り 

返し楽しみ充実感を味わっているな。 

◎遊びのルールだけでなく、遊び方や場の

使い方も考えられるようになってほし

いな。 

☆場の使い方や遊び方など、子供たち自身

必要性が感じられるよう一緒に考えて

いく。 

 

 

□複数の遊びが同時に展開している際は、

自分たちで遊びの場や使い方を考えて

遊びだせるよう、ホワイトボード等視覚

的教材を準備する。 

 

 

 

 

 

 

【遊び相談マップ】 

□自分たちですぐに遊び始めたり進めた

りできるよう、ボールやラインカーは休

憩テントに置く。また、遊びに必要な用

具を子供たち自身で出し入れできるよ

うに、一緒に整えていく。 
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見られた。 

Ａ児「もう・・・試合が続かない」 

教師はＡ児のつぶやきを拾い、困り感を他児

へ共有した。 

教師「Ａさん、試合が続かないって困ってい

るけど・・・何か困っている？」 

Ａ児「チームに分かれても勝手に抜けたり、

違うチームに行ってから人数が合わ

ない」 

教師「自分がこのチームって分からない人も

いるのかな？」 

Ｂ児「赤と青に分かれているんだけど・・」 

Ｃ児「だってどこが青か赤か分からないの

に」 

教師「自分のチームが分かりにくいんだね」 

Ｂ児「Ｄ児はサッカーのことよく知っている

からわかるかも・・・」 

教師「そうだね、他の友達に何か良い考えが

ないか聞いてみよう」 

――――――教室での振り返り――――― 

教師がサッカーでの困り感を伝えると、 

子供「帽子の色変えたら？」 

  「そしたら赤と白になるよ」 

教師「ABC 児が D 児はサッカーのことよく

知っているから何かわかりそうって

言っていたけど、どう？」 

Ｄ児「洋服作れば？お兄ちゃんのサッカーの

試合の時ビブス着けているよ」 

子供「見たことある～。赤対青っていつもい

っているから、赤色と青色作った

ら？」 

教師「ビブスを作るってことね。そしたらす

ぐ自分のチームと相手のチームがど

れかわかるね。」 

ＡＢＣ児「そう。試合のチームにしたい」「Ｄ 

児の考えで出来そう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分達の遊びが進められるように、場の

使い方や遊び方の必要性を感じている

な。 

☆Ａ児の困り感を拾い、気持ちに寄り添

う。 

◎Ａ児の気付きを他児と共有し、困ったこ

とを友達と解決していけるといいな。 

◎友達と互いの思いや考えを出し合って

遊びを進めていく楽しさを感じられる

といいな。 

 

☆学級全体で共有するよい機会だと捉え、 

話し合いの機会を設ける。 

 

 

☆子供たちの発想を認めたり、周囲に知ら

せたりすることで、友達の良い考えに気

付いたり、新たな考えを取り入れたりし

ながら遊びが進められるようにする。 

 

 

○自分の考えを相手にわかるように伝え

たり、友達の考えを聞いたりすることが

できているな。 

 

☆互いにイメージの共有ができ、同じ目的

に向かって遊びが進められるよう言葉

を引き出す。 
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Ａ児「でも、ビブスってどんなして作るの？」 

子供「カラーポリ袋で作ったらいいんじゃな

い？」 

子供「作り方知っている～。教えるよ」 

Ｂ児「じゃあ、明日作ってから遊ぼう」 

と、考えを出し合い解決策を見つけた。 

―――――――――翌日―――――――― 

 昨日の振り返りから、ビブス作りが始ま

る。 

「どんなしてやるの？」「抑えておくよ」と分

からないことは友達に聞く等、自分たちで進

めている。 

「背番号も書こう」 

「キーパーは黄色にしない？」 

「いい考えじゃん。」 

「じゃあ、〇〇と〇〇は字が書けるから数字

書く人。〇〇は作るの上手だからカラーポ

リ袋切る人にしよう」と互いの良さをいか

して役割を分担し、仕上げることができ

た。その後、出来上がった手作りビブスを

着てサッカーを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

――――――翌日からの遊び―――――― 

 ビブスを着けたことにより、チームが分か

りやすくなってより遊びが盛り上がり継

続している。また、「今日は１２対５で赤の

勝ち」と点数にもこだわって遊んでいる。

Ｆ児はサッカーをするのは苦手だけど、友

達の楽しそうな姿を見て点数を数える係

をしている。 

 

 

○これまでの遊びの経験が生かされるな。 

 

 

 

 

 

□子供たちから出たビブス作りに必要な 

材料や道具を用意する。 

（カラーポリ袋・セロハンテープ・マジ

ック等） 

 

【ビブス作りの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○互いの良さを認め合いながらビブス作

りを進めているな。 

 

 

 

 

 

○試合のイメージが共有されてきている。 
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Ｆ児「先生、今１０対８。あれっ？１１だっ

たかな？分からなくなってきた」 

教師「数えて覚えておくのって大変だよね。」 

１０以上の数字になると指が使えず数え 

にくいのと、忘れたら 

困ることを他児に伝え 

ると、すぐに解決に向 

けた話し合いが始まっ 

た。 

教師が少しヒントを出すと、「得点板作ろ 

う」「紙に書こう」「俺は数字書く」「何点まで 

数字書く？」「10 は？」「10 以上点取るから 

もっと多くがいいでしょ」「最高何点だっ 

け？」「15 点！だから 15 まで書こう」と互い

の思いや考えを出し合いながら解決しよう

とする姿があった。 

【得点板作りの様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 教師が自分たちで遊びを進めている姿を 

学級で紹介すると、「それって得点係って言 

うんだよ」「そういえばテレビでサッカーの 

試見たとき審判もいたよ」「得点係や審判だ 

ったら○○もできそう」とサッカーに関心が 

薄かった子も興味を示し、その後活動に参加 

するようになった。 

【審判役も】 

 

 

 

 

□遊びが継続できるように、サッカーのビ

ブスも自分たちで取り出しやすいよう

カゴに入れる。 

 

☆Ｆ児の困り感を共有し、みんなで考え合

い、新たな発想を生み出したり、工夫し

たりするきっかけとなるよう、問いかけ

る。 

 

☆展開を側で見守り、共感したり子供たち

の工夫を認める。 

 

☆教師は見守りながら、同じ目的に向かっ

て、自分なりの考えを伝えたり、友達の

考えを聞いたりする過程を大切にする。 

 

☆必要に応じて学級全体で話し合う機会

をもつ。 

 

□子供たちから出た得点板作りや審判に

必要な材料や道具を用意する。 

（画用紙・穴あけパンチ・モール 

 ホワイトボードなど） 

 

 

 

○友達の考えを認め、取り入れることで遊

びがより楽しくなっていることを感じ

ているな。 
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――――――――その後―――――――― 

 審判、選手と分かれ自分達で遊びを進めて

いる。「もっとチーム作って試合がしたい」と

更に目的をもってサッカーに向かう姿が見

られる等、遊びに深まりが見られるようにな

った。 

 

○自分達で困り感を話し合って解決して

きた体験や解決しながら遊びを進める

充実感や達成感を味わってきたので、よ

り一層サッカーの楽しさを感じている

だろうな。 

 

② 成果 

・どの幼児もわかりやすく場の使い方を視覚的に掲示（遊び相談ボード）するなど工夫した

ことで、遊びに必要な場の使い方や遊び方を考えることができた。 

・教師も一緒に考えたり、イメージが膨らむように環境を整えたりしたことで、友達と同じ

目的に向かって自分たちで遊びを進めることができるようになった。 

・主体的な遊びを楽しみ継続する中で、友達と意見交換しながら、遊び方を工夫する姿が見

られるようになった。 

・困り感に応じてその都度話し合う場を設けたことで、解決するための方法を友達と考える

ことができた。話し合いでは、思いや考えを出し合うことで、様々な考え方に触れたり、

互いの良さに気付いたり、認め合いながら遊びを進めていくことができるようになった。 

 

③ 今後の取り組み 

・今後も、共通の目的に向かって友達と一緒に相談したり、工夫したり出来るような環境構

成と援助の工夫をしていく。 

・ウェビングマップやドキュメンテーションを活用し、子供たち同士で遊びが進められるよ

う援助していく。 

・子供たちの中には気持ちを上手く伝えられず困っていたり、相手にわかるように話すのは

難しい子もいる。一人一人に応じた言葉かけや友達と繋ぐ援助を引き続き行う。 

・「難しいと思ったことも諦めずにやり遂げたことによって味わう満足感や達成感」を、育

む体験が積み重ねられるよう、幼児の興味関心や発達段階に応じた意図的計画的な環境

構成や援助を更に工夫する。 
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４ 研究の成果と課題及び今後の取組 

 

（１）研究の成果 

・全職員で研究テーマを捉えたり、週・日案の見直し等を行ったことで、様々な視点か

ら幼児の姿を捉え共有することができ、幼児理解が深まった。幼児理解が深まったこ

とで、発達段階に応じた援助や環境構成を行うことができ自身の保育改善にもつなが

った。 

 

・自立心を育むための遊びの場の環境構成を副担任も交えたグループを分け、園全体の

環境を整えた。それぞれのグループが担当することで遊びに関わる幼児の育ちや学び

の姿を継続して捉えることができ、その後の遊びの展開や環境の再構成など見通しを

もった保育を実践することができた。担当の職員に継続的に見守られる中で、子供た

ちは何事にも安心して意欲的に取り組む、試行錯誤する、最後まで粘り強く取り組む

など自立心の育ちも見られた。 

 

・公開保育、保育研究会を通して、保育の方法についての意見交換を行うことで、援助

の手立てを見直しする等、自身の保育の改善ができ保育の質の向上につながった。 

 

・発達段階や時期に応じた遊びを読み取り、主体的に遊びに取り組むよう環境構成や援

助の工夫を行ってきたことで、様々な活動を楽しみながら、挑戦する気持ちや、最後

までやり遂げる姿につながった。また、様々な遊びの場で、年長児と年中児が関わる

姿も見られるようになった。 

 

（２）課題及び今後の取組 

・職員の保育経験年数に差がある為、講師を招聘しての理論研修やフォトカンファレン

スやビデオカンファレンス等実践形式の研修など保育力を高める研修方法に工夫・充

実を図っていく。また、より多角的な視点で幼児の実態把握や援助の方法、環境構成

等について探り更なる保育の質の向上に努める。 

 

・幼児一人一人が主体的に環境に関わり活動を楽しむ中で、難しいと思ったことも諦め

ずにやり遂げることによって味わう満足感や達成感を育む体験が積み重ねられるよ

う、幼児の興味・関心や発達段階に応じた環境構成や援助の更なる工夫を探っていく。 
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園庭環境図（５月～７月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
砂場・黒砂遊び 

〇「大きな川を作ろう」「水を汲んできて」等、友達と思いや考えを伝え合って遊び

を進めている。 

●砂で作ったアイスクリームやケーキ等に落ち葉や木の実で飾り付けをして、友達と

一緒にごっこ遊びを楽しんでいる。 

★イメージに合うものを選んだり、進んで片付けが行ったりできるよう道具を種類ご

とに分けて掲示する。 

☆友達と思いや考えを伝え合ったり、力を合わせたりする姿を大切にし、作っていく

過程で困り感が出た時には自分たちで解決していけるようにヒントを投げかけた

り、一緒に考えたりしていく。 

☆教師も一緒に会話を楽しんだり、子供たちの発想を認めたりすることで、友達の面

白い発想に気付いたり、新たな考えを取り入れたりしながら遊びが進められるよう

にする。 

□安全に遊べるよう、子供たちと場の使い方や約束を場面に応じて確認する。 

フラワー通り（ひまわり通り） 

 

 

 

  

 

鬼ごっこ 

〇●自分たちでルールを決めて、遊びを進めてい

る。思いの食い違いからトラブルも見られる

が、自分たちで解決して遊びを再開している。 

☆子供同士で遊びを進めている姿を見守り、必要

に応じて援助する。 

□遊びの動線が重ならないよう配慮する。 

虫探し 

〇カバマダラ、カマキリ、バッタ、セミ等の虫探しに夢中

になっている。捕まえる為に虫取り網や虫かごを作る子

もいる。 

●虫探しに夢中で、何匹も捕まえることに喜びを感じてい

る。一方で捕まえた虫には関心が薄くなる。 

★疑問に思ったことを調べたり、虫を観察したりして、関

心をもって関われるよう、図鑑や虫メガネを目につきや

すい場に用意する。 

☆子供の気付きや驚きを受け止め、より探求心が深まる言

葉かけや援助をする。 

☆命あるものとして大切に扱う気持ちが持てるよう、虫の

特性に合った飼育環境や関わり方を一緒に考えていく。 

□虫眼鏡で、直接太陽や光を見ないよう使い方を知らせる。 

運動遊び 

（なわとび、フープ等） 

〇経験したことがある運動遊びに意欲的に取り組んでいる。用具の貸し借りでト

ラブルになることもある。 

●固定遊具で気の合う友達と遊んでいる。 

★興味を持った運動遊びにすぐに取り組めるよう、用具を整理しておく。 

★終わった後は進んで片付けができるよう表示しておく。 

☆自分なりに挑戦する姿を具体的な言葉で認める。 

☆教師も遊びの仲間に入り、一人一人の思いや考えを受け止めることで友達の思

いにも気付き、一緒に遊ぶ楽しさを味わえるようにする。 

□他の運動遊びと動線が重ならないよう安全に取り組める場を確保する。また、

安全に遊べるよう子供たちと場の使い方や約束を確認する。 

栽培物との関わり 

（かずら、夏野菜） 

〇野菜の葉が伸びていることに気付き、喜んで水や

りを行っている。 

〇葉の違いに気付いたり、生長の変化を面白がった

りする等、友達と共有している。 

●栽培物の生長に気付き、喜んで世話をしている。 

☆子供の気付きや不思議さに共感したり、関心がも

てるように学級で話題に取り上げたりする。 

☆教師も一緒に世話をし、栽培物の変化に気付く子

供の言葉を丁寧に受け止めたり、生長の過程を予

想したりすることで、楽しみに世話を続けられる

ようにする。 

☆栽培物によって世話の仕方に違いがあることに

気付けるようにする。 

〇幼児の姿(年長) ●幼児の姿(年中) ★環境構成 ☆教師の援助 □安全指導 

シャボン玉遊び 
○「よく飛ぶシャボン玉を作りたい！」
自分なりに試したり気づいたことを
友達に伝えたりしながら遊びを進め
ている。 

●年長児が遊ぶ姿を真似し、教師や友達
と一緒に石鹸を削ったり、水の感触を
楽しんだりしている。 

☆削り期や計量カップ、スプーンなど、
出し入れしやすいように表示をつけ
ておく。 

☆上手くできず困っている時には、一緒
に考えたり、友達にやり方を聞いたり
して自分なりに試すことができるよ
うにようにする。 

☆できた喜びを一緒に共感しながら、気
づきや発見を周りの子に伝えていく。 

 

泥遊び ウサギとの 
触れ合い 

シャボン玉遊び 

教材園 黒砂遊び 

色水遊び 

教材園 教材園 

園  舎 教 

材 

園 

か
ず
ら
畑 

蝶
園 

 

う
さ
ぎ 

色水遊び 

〇「○○色を作りたい」と必要な花を探し、色水づくりを楽しんでいる。

また、水の量を調整したり、作った色を混ぜたりする等、試したり

工夫したりしながら楽しんでいる。 

●年長児の姿を見て、教師や友達を誘いながら一緒に花を探したり、 

様々な道具を使ったりして楽しんでいる。 

★たくさんの色があることに気づけるよう、絵の具で作った色水やカラ

ーチャートを用意した。 

☆一人一人の工夫を認めたり、周りの子にも知らせたりすることで、友

達とのつながりが広がるよう言葉かけをする。 

舞 台 

泥遊び 

〇ダイナミックに遊びながら泥の性質の不思議さ

や面白さを感じている。 

●泥の感触を楽しみ、気付いたことや面白さを教師

や友達に伝えている。 

☆試行錯誤を繰り返す中での気付きや工夫を認め、

周りの子にも知らせることで友達と一緒に遊ぶ

楽しさを感じられるようにする。 

☆楽しさや面白さに共感しながら、泥の性質に気付

くような言葉をかける。 

□ダイナミックな遊びも十分に楽しめるよう、他の

遊びと動線が重ならないようにする。 

 



園庭環境図（11 月～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

鬼ごっこ 

〇●自分たちでルールを決めて、遊

びを進めている。思いの食い違

いからトラブルも見られるが、

自分たちで解決して遊びを再

開している。 

☆子供同士で遊びを進めている姿

を見守り、必要に応じて援助す

る。 

□他の遊びの動線と重ならないよ

う配慮する。 

虫探し 

〇カバマダラ、カマキリの卵、バッタ、トンボ等の虫探し

に夢中になっている。捕まえる為に虫取り網や虫かごを

作る子もいる。 

●虫探しに夢中で、何匹も捕まえることに喜びを感じてい

る。一方で捕まえた虫には関心が薄くなる。 

★疑問に思ったことを調べたり、虫を観察したりして、関

心をもって関われるよう、図鑑や虫メガネを目につきや

すい場に用意する。 

☆子供の気付きや驚きを受け止め、より探求心が深まる言

葉かけや援助をする。 

☆命あるものとして大切に扱う気持ちが持てるよう、虫の

特性に合った飼育環境や関わり方を一緒に考えていく。 

□虫眼鏡で、直接太陽や光を見ないよう使い方を知らせる。 

ドッジボール・サッカー 

〇遊びがより楽しくなるように、遊び方やルールを考え確かめたり、認め合ったりしながら遊びを進めてい

る。 

●年長児に混ざってやってみようとする子が数名いる。 

★友達と一緒に遊ぶことを楽しめるよう、幼児の思いや経験に応じてコートを分ける。 

★自分たちですぐに遊び始めたり進めたりできるよう、ドッジボールのラインを引き、ボールは休憩テント

に置く。 

★複数の遊びが同時に展開している際は、自分たちで遊びの場や使い方を考えて遊びだせるよう、ホワイト

ボード等、視覚的教材を準備する。 

☆ルールを守って遊んでいる姿を認め、自分たちで遊びを進めていく楽しさを味わえるようにする。 

☆ルールや判定でトラブルになった時は、それぞれが自分の思いや考えを出したり、周りの子供たちが解決

しようと話し合いに加わったりする姿を見守りながら、教師が必要に応じ仲立ちし整理していく。また、

ルールを守る大切さに気付いたり、遊びに必要な新たなルールを作ったりする等、どうすればみんなで楽

しく遊べるかを一緒に考えていく。 

☆年中児にルールを教えたりリードして遊びを進めたりする姿を認め、年長児としての自信をもって年中児

と関われるようつないでいく。また、年中児が年長児にも思いが伝えられるよう、言葉を引き出したり代

弁したりする等、仲立ちする。 

□他の遊びと重ならないよう動線を配慮する。 

運動遊び 

（竹馬、フープ、ホッピング、短縄等） 

〇友達と一緒に運動会をやり遂げた経験から新たな運動遊びに挑戦する等、少し

難しいことにも取り組んでいる。 

●年長児の姿に刺激を受け、興味をもった運動遊びに意欲的に取り組んでいる。 

★遊びに必要な用具を子供たち自身で出し入れできるように、子供と一緒に整え

ていく。 

★新たな技に挑戦する意欲につながるよう、それぞれの運動遊びの技を表示す

る。 

☆意欲や目標をもって運動遊びに挑戦できるように一人一人の思いや経験に寄

り添って援助する。また、上達していく過程を具体的な言葉で認めることで、

自分の成長に気付き、自信につなげていく。 

☆子供同士で教え合ったり励まし合ったりする姿を十分に認め、友達とのつなが

りが深まるよう必要に応じて言葉をかける。 

☆年中児にやり方のコツを教えたりリードして遊びを進めたりする姿を認め、年

長児としての自信や意欲をもって年中児と関われるようつないでいく。 

□他の運動遊びと動線が重ならないよう安全に取り組める場を保障する。また、

安全に遊べるよう子供たちと場の使い方や約束を確認する。 

栽培物との関わり 

（人参、玉ねぎ、じゃがいも、コスモス） 

〇人参や玉ねぎの葉が伸びていることに気

付き、喜んで水やりを行っている。 

〇生長の変化に気付いたり、面白がったり

する等、自分の気付きや発見を友達と共

有している。 

●コスモスの開花や人参の生長に気付き、

喜んで世話をしている。 

☆教師も一緒に世話をし、栽培物の変化に

気付く子供の言葉を丁寧に受け止めた

り、生長の過程を予想したりすることで、

楽しみに世話を続けられるようにする。 

☆栽培物によって世話の仕方に違いがある

ことに気付けるようにする。 

自然を取り入れて 

〇落ち葉の色の変化に気付いたり、葉を製作に使っ

たりして遊んでいる。 

●自然物でお面を作る等、製作を楽しむ子もいる。 

★身近な自然を取り入れた遊びがより広がるよう、

子供の要望に応じて必要な用具をいつでも出せ

るようにしておく。 

☆季節の変化を五感で感じられるよう言葉をかけ

る。また、子供たちが気付いたことや考えたこと

等を伝え合う場を設けて共有し、興味や関心が広

がるようにする。 

☆必要に応じて素材や用具の性質に気付かせなが

ら、試行錯誤しイメージしたものを作る楽しさを

味わえるようにする。 

 

 ダンス 

〇友達や年中児と一緒に、園庭の舞台で音楽に合わせて踊ることを楽しんでいる。また、年中児を優

しくリードして、遊びを進める姿がある。 

●年長児のダンスに興味をもち、教えてもらいながら楽しんでいる。また、新しい曲を踊ってみたい

という意欲もある。 

★すぐに遊びだせるよう、CD、アンプ、ポンポン等を舞台横のテントに準備しておく。 

☆物の貸し借りを通して、年中児のものを大切に扱うことに気付かせていく。 

☆年中児・年長児が互いに教え合う姿を認め、楽しさに共感していく。 

☆友達と一緒に音楽に合わせて踊ったり、オリジナルのダンスを作ったりする姿を認め、友達と一

緒に表現する楽しさを味わえるようにする。 

□舞台の塀に登っている際は、その都度、安全に遊べるよう子供たちと場の使い方や約束を確認す

る。 

砂場 

〇「大きな川を作ろう」「水を汲んできて」等、友達と思いや

考えを伝え合って遊びを進めている。 

●砂で作ったアイスクリームやケーキ等に落ち葉や木の実で

飾り付けをして、友達と一緒にごっこ遊びを楽しんでいる。 

★イメージに合うものを選んだり、進んで片付けが行ったりで

きるよう道具を種類ごとに分けて掲示する。 

☆友達と思いや考えを伝え合ったり、力を合わせたりする姿を

大切に見守り、作っていく過程で困り感が出た時には自分た

ちで解決していけるようにヒントを投げかけたり、一緒に考

えたりしていく。 

☆教師も一緒に会話を楽しみ、子供たちの発想を認めていく。

また、友達の面白い発想に気付いたり、新たな考えを取り入

れたりしながら遊びが進められるようにする。 

□安全に遊べるよう、子供たちと場の使い方や約束を場面に応

じて確認する。 

〇幼児の姿(年長) ●幼児の姿(年中) ★環境構成 ☆教師の援助 □安全指導 

木登り 
○枝の細さや形・しなり具合等、確認
しながら木登りを楽しんでいる。 

●登り方を友達と教え合いながら、木
登りを楽しんでいる。 

☆枝の細さや形・しなり具合等、確認
しながら安全に木登りを楽しめる
よう見守る。また、危険だと感じた
時は、木登りの約束を再確認する。 
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 日 １３日(月) １４日(火) １５日(水) １６日(木) １７日(金) 室内環境図 

行
事 

畝づくり(副担) 

 

じゃがいも植え 

 

職員会議 

体育遊び(年中) 

 

弁当会 公開保育 

保育研究会 

 

一
日
の
流
れ 

7：30 順次登園・所持品の始末 

8：15 室内遊び 

 片付け・振り返り 

9：50 当番活動・戸外遊び 

11：20 片付け・着替え 

    絵本貸し出し 

12：00 給食 

歯磨き・掃除 

13：30 帰りの会 

14：00 降園 

    

【週の反省・評価】 ねらい・内容に向けた教師の援助と、子供たちの姿や変容について 

◎様々な運動遊びに繰り返し挑戦する楽しさや、ルールのある遊びに取り組む楽しさを味わう。         ◎身近な自然に興味・関心をもち関わる。 

 

 

 

 

◎栽培物に興味をもって関わる。 

 

 

 

◎自分の思いを伝えたり相手の思いに気付いたりしながら一緒に遊ぶことを楽しむ。               

【次週に向けて】 

 

 

 

 

 

〇
幼
児
の
姿 

〇友達と一緒に興味がある運動遊びに挑戦する姿が見られる。ま

た、年長児に混ざってドッジボールや鬼ごっこ等、ルールのある

遊びを楽しむ子もいる。 

〇自分の思いを友達へ伝えようとするが、うまく思いが伝わらず、

困り感を感じている。教師が仲立ちすることで、友達の思いに気

付くことが増えてきている。 

〇いも掘りやいもパーティーを体験し、大きさや形の違いに気付

き、他の栽培物にも関心をもつ姿がある。 

◎
週
の
ね
ら
い 

◎様々な運動遊びに繰り返し挑戦する楽しさや、ルー
ルのある遊びに取り組む楽しさを味わう。 

 
 
◎自分の思いを伝えたり、相手の思いに気付いたりし
ながら一緒に遊ぶことを楽しむ。 

◎身近な自然に興味・関心をもち関わる。 
 
◎栽培物に興味をもって関わる。 
 

・
週
の
内
容 

・自分なりの目標をもち、ホッピングやフープ、
うんてい等の運動遊びに繰り返し挑戦する。 

・友達や年長児と一緒にリレーやドッジボール
等、ルールのある遊びをやってみようとする。 

・自分の思いや考えを伝えたり、友達の気持ちや
考えを聞いたりしながら遊ぶ。 

・落ち葉や木の実等、自然物を遊びの中に取り入
れて遊ぶ。 

・コスモスや玉ねぎ等の栽培物に親しみをもち、
世話をする。 

期  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

年中 （Ⅰ）安心・安定     （Ⅱ）友達を知る         （Ⅲ）体を動かす喜び       （Ⅳ）自分の思いを表現する  （Ⅴ）自分の力を発揮する 

年長 （Ⅰ）安心・安定     （Ⅱ）友達と一緒に        （Ⅲ）一人一人の力を出し合って   （Ⅳ）友達と認め合って    （Ⅴ）共通の目的に向かって 

〇
幼
児
の
姿 

★
環
境 

☆
援
助 

☐
安
全
指
導 

 

 

 

◎様々な運動遊びに繰り返し挑戦する楽しさや、 

ルールのある遊びに取り組む楽しさを味わう。 

 

◎身近な自然に興味・関心をもち関わる。 

◎栽培物に興味をもって関わる。 

 

 

 
フープ 

なわとび 

固定遊具 

ドッジボール 

ホッピング 

竹馬 

【運動遊び】 

〇年長児に刺激を受けて様々な運動遊びに興味を示し、意欲的に挑戦する姿が見られる。 

★使いたい用具が子供たち自身で出し入れしやすいように配置する。 

★新たな技に挑戦する意欲につながるよう、それぞれの運動遊びの技を表示する。 

☆挑戦している姿を温かく受け止めて認めたり、自分なりの目的に向かって繰り返し取り組む姿

を励ましたりすることで、一人一人の意欲や自信につなげていく。 

☆運動遊びでは教師も一緒に挑戦しながら、様々な感情に共感することで、諦めずに粘り強く挑

戦していけるようにする。 

☆年長さんにコツを教えてもらったり、友達と励まし合って取り組んだりできるよう、必要に応

じて友達とつなげていく。 

□他の運動遊びと動線が重ならないよう安全に取り組める場を確保する。また、安全に遊べるよ

う場面に応じて子供たちと場の使い方や約束を確認する。 

 

〇年長児に混ざってやってみようとする子が数名いる。 

★友達と一緒に遊ぶことを楽しめるよう、幼児の思いや経験

に応じてコートを分ける。 

★自分たちですぐに遊び始められるよう、ドッジボールのラ

インを引き、ボールは休憩テントに置く。 

★複数の遊びが出てきた際は、どんな遊びが展開されている

のか知り、やってみたい遊びに取り組めるよう、ホワイト

ボードなど、視覚的教材を用意する。 

☆少人数では年長組に加わるのをためらう姿が見られるの

で、年中組の友達(仲間)と一緒に加われるよう教師も仲間

を誘いつないでいく。 

☆自分たちで遊ぼうとする姿を見守り、ルールが分からず困

り感がある時は、年長児に教えてもらえるよう、子供同士

をつないでいく。また、自分の思いを友達に言えるよう言

葉を引き出したり代弁したりする等、仲立ちする。 

□他の遊びと重ならないよう動線を配慮する。 

粘土 製作遊び 

積み木 ブロック 

折り紙 ままごと 

〇様々な廃材を組み合わせて、自分なりのイメージを表現して楽しむ子や、ご

っこ遊びに向けて必要なものを作ってみようとする子もいる。 

★自分なりのイメージを再現して遊べるよう、様々な素材や材料を用意する。 

★子供の作品を飾ったり、友達に紹介したりする等、互いの良さを認め合える

ような場を設ける。 

☆一人一人の表現を認めながら、自分なりのイメージの実現が難しく、困り感

を感じているときは、一緒に材料を探したり、作り方を考えたりしていく。 

□はさみ、セロハンテープを使う時は、テーブルの上で使うなど、場面に応じ

て確認する。 

□テーブルを出し入れする際は、安全に配慮し複数人で持てるよう見守り、安

全な持ち方を知らせていく。 

ダンス 

栽培物 

〇虫を捕まえるために葉の裏を見たり、園庭を散策し「大きいバッタ捕まえた。」と喜

んだりする等、友達と虫取りを楽しんでいる。 

〇虫探しに夢中で、何匹も捕まえることに喜びを感じている。一方で捕まえた虫には関

心が薄くなることが多い。 

★虫の名前や特徴にも気付けるよう、図鑑や虫メガネを目につきやすい場に用意する。 

☆子供のつぶやきや気付きを受け止め、一緒に観察したり、図鑑で調べたりすること

で、興味や関心が広がるようにする。 

☆小さな虫にも命があり、生きているのだということに気付けるような言葉をかけ、命

あるものとして大切にしようという気持ちがもてるようにする。 

□虫眼鏡で、直接太陽や光を見ないよう使い方を知らせていく。 

・コスモス・にんじん 

・玉ねぎ・じゃがいも 

〇風の心地良さや雲の形の面白さに気付

いている子もいる。 

★秋の自然物を掲示し、身近なところに

も木の実などの自然物があることに気

付けるようにする。また、秋の動植物

に興味や関心がもてるよう本や図鑑等

を用意する。 

★身近な自然を取り入れた遊びがより広

がるよう、子供の要望に応じて必要な

用具をいつでも出せるようにしてお

く。 

☆季節の変化を五感で感じられるよう言

葉をかける。また、子供たちが気付い

たことや考えたことを伝え合う場を設

けて共有し、興味関心が広がるように

する。 

風 

木登り 

虫探し 園庭の草花 

木の実 

〇登り方を友達と教え合いなが

ら、木登りを楽しんでいる。 

☆枝の細さや形、しなり具合等、

確認しながら安全に木登りを楽

しめるよう見守る。また、危険

だと感じた時は、木登りの約束

を再確認する。 

 

〇芋ほりを経験し、収穫の喜びを味わったり、会食した

りしたことで、じゃがいもの植え付けを楽しみにして

いる。 

〇コスモスの開花や人参の生長に気付き、喜んで世話を

している。 

★栽培物に関する掲示をし、栽培物によって世話の仕方

に違いがあることに気付けるようにする。 

☆じゃがいもの種芋を観察し、気付いたことや疑問に思

ったことなどを伝え合うことで、興味・関心がもてる

ようにする。 

☆子供と一緒に水かけを行いながら、気付きや喜びに共

感し、親しみをもって世話ができるようにしていく。 

 

 

鬼ごっこ 

〇5～10 名程の集団で互いに

ルールを教え合いながら、

遊びを進めている。 

☆自分の思いや考えを伝える

姿や、友達の思いを聞こう

とする姿を見守り、一緒に

遊ぶ楽しさや、思いが伝わ

る喜びが感じられるように

する。 

□鬼ごっこの際は、リレーや

ドッチボールをしている友

達とぶつかったりしないよ

う、周りの状況に気付かせ

たり、場を保障したりす

る。 

令和 5 年度 第 28 週(11 月 13 日～11 月 17 日) 津嘉山幼稚園            組：               園長              教頭 

 

〇友達や年長児と一緒に、園庭の舞台で音楽に合わ

せて、踊ることを楽しんでいる。 

〇年長児に優しくリードしてもらいながら、遊びを

進める姿がある。 

★すぐに遊びだせるよう CD、アンプ、ポンポン等

を舞台横のテントに準備しておく。 

☆貸し借りを通して、友達のものを大切に扱うこと

に気付かせていく。 

☆年中児、年長児が互いに教え合う姿を認め、楽し

さに共感していく。 

☆友達と一緒に音楽に合わせて踊ったり、オリジナ

ルのダンスを作ったりする姿を認め、友達と一緒

に表現する楽しさを味わえるようにする。 

□舞台の塀にのぼっている際は、その都度安全に遊

べるよう子供たちと確認する。 

 

 

〇ブロックや積み木で恐竜や車等、自分なりに

イメージにしたものを表現して楽しんでい

る。 

★イメージに合うものを選んだり、進んで片付

けを行ったりできるよう、道具を種類ごとに

分けて掲示する。 

☆自分のイメージしたものを伝えようとする姿

や、友達のイメージや考えを聞こうとする姿

を見守り、認めていくことで一緒に遊ぶ楽し

さや伝わる喜びが感じられるようにする。 

□積み木を高く積み上げる時は、周りの遊びの

様子を知らせたり、遊びの場を提案したりす

る等、安全に遊べるようにする。 

砂場 

〇砂で作ったアイスクリームやケーキ等に落

ち葉や木の実で飾り付けをして、自分なり

にイメージしたものを表現して楽しんでい

る。作ったもので友達と一緒にごっこ遊び

を楽しむ子が多い。 

★イメージに合うものを選んだり、進んで片

付けを行ったりできるよう、道具を種類ご

とに分けて掲示する。 

☆教師も一緒にごっこ遊びの仲間に加わり、

会話を楽しんだり、子供たちの発想を認め

たりすることで、友達の面白い発想に気付

いたり、新たな考えを取り入れたりしなが

ら遊びが進められるようにする。 

□安全に遊べるよう子供たちと場の使い方や

約束を場面に応じて確認する。 

雲 

・トンボ・コオロギ 

・バッタ・カバマダラ じゃがいも植え 

ねらい:食べ物への興味・関心を高める。 

日時:11 月 14 日(火) 

 

植える順番 

9:00～３組、5 組 

9:30～２組、４組、きりん組 

10:00～1 組、ぱんだ組 

◎自分の思いを伝えたり、相手の思いに気付いたりしな

がら一緒に遊ぶことを楽しむ。 



基本的な生活習慣 安全指導 〇絵本△紙芝居♪歌 給食指導 個別配慮 

・8:15 までに登園する。 

・元気よく挨拶や返事をする。 

・所持品の始末をする。 

・持ち物を確認し、忘れ物がないようにする。 

・手を洗う必要性に気付き、自分でしようとする。

手を洗った後は、ハンカチで拭く。 

・こまめな水分補給と休息をとる。 

・天気や気温に応じた衣服の調整を行う。（肌着を着

ける。） 

・ジャンパーは、畳んでかばんに入れる。 

・ホールや砂場側の庭横は歩く。 

・使った用具や道具は元の場所に戻

す。 

・必要に応じて場や道具、用具の安

全な使い方を一緒に考えたり、再

確認したりする。 

・周りを見て運動遊びを始める。 

〇ごんごろじゃがいも 

〇おちばいちば 

△七五三おめでとう 

♪どんぐりころころ 

♪やきいもグーチーパー 

♪動物園へ行こうよ 

・食事のマナーを守り、みんなと

楽しく食事をする。 

・食器やお箸の正しい持ち方を繰

り返し伝える。 

・食べこぼした際は、ティッシュ

で拾う。 

・テーブルと椅子の準備や片付け

を自ら行う。 

(A さん)・本児が自分の思いを友達へ伝えられ
るよう、見守りながら必要に応じて仲立ちを
し、友達と楽しく遊ぶことができるようにす
る。また、活動の切り替えがスムーズに行える
ように、事前に活動の切り替わる時間を全体へ
伝えた後に、本児へもう一度伝える。 
(B さん)・本児が友達と関わろうとする中で、
教師が言葉やジェスチャーを汲み取りながら友
達へ伝え、安心して友達と過ごせるようにす
る。給食時には、メニューを伝えたり、匂いや
美味しさを伝えてみたりしながら、少しでも興
味がもてるようにする。 
(C さん)・本児が友達とつながるように、教師
が丁寧に関わりながら、同じ場で遊んでいる子
供たちとつないでいく。 

次週の予定  

落ち葉拾い 

 

 

倉庫前掃除 

 

 

落ち葉拾い 

 

ウサギ小屋 

 

玄関前水やり 
 

フラワー通り 

 ２０日(月) ・遠足下見 

２１日(火) ・ありがとう集会・園内研 

２２日(水) ・体育遊び(５)45123 

２３日(木) ・勤労感謝の日(公休日) 

２４日(金) ・秋の遠足(沖縄こどもの国) 

1 組 2 組 ３組 

 

４組 5 組 きりん ぱんだ 

第２コート 

運動遊び 

外の舞台 

砂場 

第１コート 

小学校側広場 

サポーター 

木登りと周辺 

秋の自然コーナー 

竹馬と周辺 

第１コート 

竹馬と周辺 

外の舞台 

うんてい 

鉄棒周辺 

 



【指導案】 令和 5年 11月１７日（金）                         南風原町立津嘉山幼稚園 きりん組 ２７名 担任：金城 花南 

幼
児
の
姿 

〇友達と一緒に興味がある運動遊びに挑戦する姿が見られる。また、年長児に混ざ

ってドッジボールや鬼ごっこ等、ルールのある遊びを楽しむ子もいる。 

〇自分の思いを友達へ伝えようとするが、うまく思いが伝わらず、困り感を感じて

いる。教師が仲立ちすることで、友達の思いに気付くことが増えてきている。 

ね
ら
い 

◎様々な運動遊びに繰り返し挑戦したり、ルールの

ある遊びを楽しんだりする。 

 

 

◎自分の思いを伝えたり、相手の思いに気付いたり

しながら、友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう。 

内
容 

・自分なりの目標に向かって、ホッピングやフープ、うん
てい等の運動遊びに繰り返し挑戦する。 

・友達や年長児と一緒にリレーやドッチボール等、ルール
のある遊びをやってみようとする。 

・自分の思いや考えを言葉で伝えながら遊ぶ。 
・友達の思いや考えを聞きながら遊ぶ。 

時間 幼児の活動 ☆教師の援助 〇予想される幼児の姿  ★環境構成   ☆教師の援助、配慮   □安全面の配慮 
7：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

8：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9：50 

 

 

 

10：15 

 

 

 

 

11：15 

 

 

12：00 

 

 

 

 

 

13：00 

 

 

 

 

 

 

14：00 

 

〇順次登園 

 

 

〇所持品の始末 

 

 

 

 

〇好きな遊びを楽しむ 

室内 
 

 

 

 

〇片付け 

〇室内遊びの振り返り 

 

 

 

〇当番活動 

 (栽培物の水やり) 

 

〇好きな遊びを楽しむ 

戸外 

 

 

 

〇片付け・着替え 

〇絵本貸し出し 

 

〇給食準備・給食 

〇歯磨き・掃除 

 

 

 

〇学級でのひととき 

〇帰りの会 

 

 

 

 

〇降園 

☆一人一人と笑顔で挨拶を交わ

し、個々の挨拶や表情から今日の

心身の健康状態を把握する。 

☆自ら取り組む姿を認めたり、忘

れている子には気付けるよう言

葉をかけたりする等、進んで行え

るように励ましていく。 
 
☆右記参照 
 
☆遊びの中で楽しかったことや工
夫したこと、新たに気づいたこ
と等、クラスの皆に伝え合える
場を設け、互いの遊びや発想を
認め合えるようにしていく。 

☆明日も遊びが引き続き楽しめる

ように、「どんな風に置いておき

たいのか」「使いやすい場所はど

こか」等、子ども達と話し合いな

がら片付け方を工夫する。 

☆人参、玉ねぎなどの生長に気付

き友達と伝え合ったり姿を認め

たり、新たな気付きがある時は

共感し他児に伝えていく。 

 

☆別紙戸外環境図参照 

 

☆手洗いや着替えなど、丁寧に取

り組む姿を認め、習慣化できるよ

う見守っていく。 
☆旬の食べ物や栄養に興味をも
ち、味わって食べられるような
言葉をかける。 

☆一緒に掃除をしながらきれいに

なっていく過程を認める。また、

用具の使い方を丁寧に知らせ、身

に付いているか再確認していく。 

☆一日の活動を一緒に振り返り、

充実感や満足感を味わえるよう

認めていく。また、明日の予定を

伝えることで見通しをもった

り、明日への期待につなげたり

する。 

☆今日の活動や子供の様子・頑張

り等を保護者と共有する。 

□戸外では幼児の行動範囲が広がるので、安全面に配慮しながら、教師間で連携を図る。（チーム保育） 
★前日までの遊びが引き続き楽しめるよう、遊具や用具などを幼児の目につきやすい場に配置する。 

 また、元の場所に戻しやすいよう表示をする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

振
り
返
り 

評
価
の
視
点 

 

・ねらいに応じた、環境構成や援助ができていたか。 

 

 

 

※雨天時は、教室や遊戯室にて好きな遊び。 

【遊戯室】遊びの動線に配慮しドッジボール、リズム、縄跳び、フープ、竹馬等 

製作・折り紙 

〇様々な素材を組み合わせて、作りたいものを表現したり、作

品が出来ると嬉しそうに周りにいる友達や、教師に伝えたり

している。 

★イメージを再現しながら遊べるよう、様々な材料や素材を用

意する。 

★じっくりと遊べるよう、場のスペースを確保する。また、進ん

で片付けを行えるよう、道具を種類ごとに分けて掲示する。 

☆一人一人の表現を認め、困っている際には一緒に材料を探し

たり、作り方を考えたりしていく。 

 

 

お面屋さん 
〇祭りに行った経験から、「お面屋さ
んをしたい！」と話し、一人一人が
「〇〇のお面があったよ！」や「可
愛い飾りもあったよ！」等と思い
や考えを出し合い、必要な材料を
友達と選び遊ぶ子がいる。 

★子供がすぐに遊び出せるよう、画
用紙やスパンコール等、素材を取
り出しやすく用意しておく。 

☆教師も一緒に遊びに必要な物を考
えたり、作ったりしながら雰囲気
作りをしていけるようにする。 

☆友達と思いを伝え合いながら、一
緒に作り上げる楽しさが味わえる
ように、必要に応じて仲立ちして
いく。 

お化け屋敷、お面屋さん、製作
遊び、折り紙、粘土、ブロック、
など 

運動遊び、ダンス、ドッジボ
ール、おにごっこ、虫探し、
木登り、砂遊び、など 

お化け屋敷ごっこ 

〇年長児がお化け屋敷を作っているのを見て、「お化け屋敷を作り

たい！」と話し、自分なりのイメージを表現しながら、友達と黒

いビニール袋や素材等を使いお化け屋敷を作っている。 

〇友達と作っていく中で、「もっと怖くしたい」や「広くしたい」

等、自分の思いを伝えているがうまく伝わらず困り感を感じて

いる子もいる。 

★表現できるよう素材を用意し、取り出しやすいようにしておく。

また、一緒に必要なものを考えて場を整える。 

☆子供たちで遊ぶ様子を見守りながら、必要に応じて話し合いの

場を設ける。また、一人一人の思いを受け止めながら、互いの思

いを丁寧に聞き出し分かりやすく伝えることで、友達の思いに

気づけるようにする。 

 

小さい秋みつけた(室内：秋コーナー) 

〇風の心地よさや、「雲がサメの形をしているよ！」等

雲の形の変化に気付いている子や、葉の色の変化に

気付き、教師に伝えにくる子もいる。 

★秋の自然物や絵本を掲示し、興味がもてるようにす

る。 

★子供たちが拾ってきた落ち葉や木の実等を飾る場を

設ける。 

☆子供の気付きに耳を傾け共感し、自然の変化に気付

けるような言葉かけを行う。 

☆子供たちと一緒に自然物を使い、遊びに取り入れて

みたり、作ったものを飾ったりする。 

＜室内の環境構成＞  

製作・折り紙 

お面屋さん 

お化け屋敷 

粘土 

(キーホルダー作り) 
粘土（キーホルダー作り） 
〇友達と楽しそうに会話をしながら、自分
のイメージしたものを作ったり、動物や
キャラクターに見立てたものを作ったり
している。 

★友達と関わって遊べるよう、それぞれの
遊びのスペースを確保する。 

★子供のイメージが実現できるよう必要な
素材を十分に用意しておく。 

☆子供たちなりに作っていく姿を見守りな
がら、その子なりの工夫しているところ
や考えを認めていく。 

☆友達に自分の思いを伝えたり、やり取り
をしているときには、子供の思いを先取
りせず、様子を見守りながら必要な時に
援助を行う。 

秋 

ブロック 



 



 日 13 日(月) 14 日(火) 15 日(水) 16 日(木) 17 日(金) 室内環境図 

行
事 

 

畝づくり（副担） 

 

じゃがいも植え 

職員会議 

体育遊び（年中） 

副担会議 

弁当会 公開保育 

保育研究会 

 

      

【週の反省・評価】 ねらい・内容に向けた教師の援助と、子供たちの姿や変容について 

◎様々な運動遊びやルールのある遊びを繰り返し楽しみ、充実感を味わう。                  ◎季節の変化に興味・関心をもち、自然物を遊びの中に取り入れて遊ぶ楽しさを味わう。 

  

 

 

 

                                     

◎互いの思いや考えを伝え合い、同じ目的に向かって遊ぶ楽しさを味わう。                 ◎動植物に興味関心をもち、約束を守りながら遠足を楽しむ。 

 

 

                                                   【次週に向けて】 

  

                                                                                                 

○
幼
児
の
姿 

○戸外では、鉄棒の目標を立て挑戦したり、年中児と一緒にドッジ

ボールやサッカー、ダンスを繰り返し楽しんでいる。 

○サッカーを進めていく中で、「パスが回ってこなくて嫌だ」と困っ

ている子がいると、「みんなにボール回すようにしよう」」とルー

ルを新たに考え遊びを進めている。 

○室内では、○○屋さんのイメージを共有し必要なものを製作した

り、場を整えたりしている。また、学級での振り返りの中で、工

夫したことや困り感を共有したことで、「明日は○○のアイデアで

やってみよう」と自分達の遊びに取り入れ、進めていく姿があ

る。 

○ふくぎの木に穴があいていて、その場所落ち葉やどんぐりを集め

てごっこ遊びを楽しんでいる。 

○あげはの幼虫が“ながさきあげは”であることに気付いて友達とち

ょうになることを楽しみに世話している。 

◎
週
の
ね
ら
い 

◎様々な運動遊びやルールのある遊びを繰り返し楽し

み、充実感を味わう。 

 

 

◎互いの思いや考えを伝え合い、同じ目的に向かって

遊ぶ楽しさを味わう。 

 

◎季節の変化に興味・関心をもち、自然物を遊びの中

に取り入れて遊ぶ楽しさを味わう。 

 

◎身近な生き物や栽培物に興味・関心をもって関わ

る。 

・
週
の
内
容 

・運動遊びの目標を立て、諦めずにやり遂げようと

する。 

・遊び方やルールを考えたり確かめたりしながら自

分たちで遊びを進める。 

・互いの考えを認め合ったり、取り入れたりしなが

ら遊びを進める。 

 

・身近な自然に触れたり、遊びに取り入れたりする

中で、季節の変化や面白さなど気付いたことを友

達と伝え合う。 

・生き物や植物によって、世話の仕方に違いがある

ことが分かり、進んで世話をしようとする。 

期  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

年中 （Ⅰ）安心・安定     （Ⅱ）友達を知る         （Ⅲ）体を動かす喜び       （Ⅳ）自分の思いを表現する  （Ⅴ）自分の力を発揮する 

年長 （Ⅰ）安心・安定     （Ⅱ）友達と一緒に        （Ⅲ）一人一人の力を出し合って   （Ⅳ）友達と認め合って    （Ⅴ）共通の目的に向かって 

○
幼
児
の
姿 

★
環
境 

☆
援
助 

☐
安
全
指
導 

 

  

◎様々な運動遊びやルールの 

ある遊びを繰り返し楽しみ、

充実感を味わう。 

◎季節の変化に興味・関心をもち、自然物を遊びに取り

入れて遊ぶ楽しさを味わう。 

◎身近な生き物や栽培物に興味・関心をもって関わる。 

 フープ 
なわとび 

 固定遊具 

ホッピング 
 竹馬 

【運動遊び】 

○友達や年中児と一緒に音楽に合わせてホッピングやフープ等を楽しんでいる。 

〇自分なりの目標をもち、繰り返し挑戦している。 

★遊びに必要な用具が子供たち自身で出し入れできるように、子供と一緒に整えていく。 

★新たな技に挑戦する意欲につながるよう、それぞれの運動遊びの技を表示する。 

☆運動遊びに取り組む姿や繰り返し挑戦することで、上達していく過程を具体的な言葉で認め、

自分の成長に気付き、自信につなげていく。 

☆子供同士で教え合ったり励まし合ったりする姿を十分に認め、友達同士のつながりが深まるよ

う必要に応じて言葉をかける。 

☆年中児にやり方のコツを教えたりリードして遊びを進めたりする姿を認め、年長児としての意

欲や自信をもって年中児と関われるようつないでいく。 

□他の運動遊びと動線が重ならないよう安全に取り組める場を確保する。また、安全に遊べるよ

う子供たちと場の使い方や約束を確認する。 

 

 ¸ダンス 
砂場 

積み木 

〇友達と一緒にイメージを共有しながら、遊びを進めている。 

★素材の性質を知り、自ら選んで試したり工夫したりできるよう、モ

ールやゴム、毛糸など様々な材料を用意する。 

★作りかけのものや、作ったものを飾るスペースを一緒に考える場を

整えることで、自分たちで遊びが進められるようにする。 

☆イメージの共有が難しいときは、イメージしたものを絵やウェビン

グマップ等で可視化し、子供の思いや考えをつないでいく。 

 ☆子供たちの発想や考え工夫を認め、周りの子に知らせたりつなげ

たりすることで、互いの考えを認め合い、新たな考えを取り入れた

りしながら遊びを進めていけるようにする。 

□はさみ、セロハンテープを使うときはテーブルの上で使う等、場面

に応じて確認する。 

 

生き物の飼育 

・トンボ・コオロギ 

・カバマダラ・バッタ 

・カマキリ 

○捕まえたい虫がいる場所が分かり、友達と一緒に虫とりを楽しんでいる。 

〇飼育するための環境を考え、自分なりに虫の家を作っている。 

★疑問に思ったことを調べたり、虫を観察したりして、関心をもって関われるよう、

図鑑や虫メガネを目につきやすい場に用意する。 

☆子供の気付きや驚きを受け止め、より探求心が深まる言葉かけや援助をする。 

☆命あるものとして大切に扱う気持ちが持てるよう、虫の特性に合った飼育環境や関

わり方を一緒に考えていく。 

□虫眼鏡で、直接太陽や光を見ないよう使い方を知らせる。 

雲 

風 

木登り 

園庭の草花 

木の実 

〇落ち葉の色の変化に気付いたり、葉を製作

に使ったりして遊んでいる。 

★秋の自然物を掲示し、身近なところにも木

の実などの自然物があることに気付けるよ

うにする。また、秋の動植物に興味や関心

がもてるよう本や図鑑等を用意する。 

★身近な自然を取り入れた遊びがより広がる

よう、子供の要望に応じて必要な用具をい

つでも出せるようにしておく。 

☆季節の変化を五感で感じられるよう言葉を

かける。また、子供たちが気付いたことや

考えたこと等を伝え合う場を設けて共有

し、興味や関心が広がるようにする。 

☆必要に応じて素材や用具の性質に気付かせ

ながら、試行錯誤しイメージしたものを作

る楽しさを味わえるようにする。 

  

○枝の細さや形・しなり具合等、確認しながら

木登りを楽しんでいる。 

☆枝の細さや形・しなり具合等、確認しながら

安全に木登りを楽しめるよう見守る。また、

危険だと感じた時は、木登りの約束を再確認

する。 

栽培物 
・玉ねぎ・にんじん・じゃがいも 

〇友達や年中児と一緒に、園庭の舞台で音楽に合わせて踊ることを楽しんでいる。 

〇年長児が優しく年中児をリードして、遊びを進める姿がある。 

★すぐに遊びだせるよう、CD、アンプ、ポンポン等を舞台横のテントに準備しておく。 

☆物の貸し借りを通して、年中児のものを大切に扱うことに気付かせていく。 

☆年中児・年長児が互いに教え合う姿を認め、楽しさに共感していく。 

☆友達と一緒に音楽に合わせて踊ったり、オリジナルのダンスを作ったりする姿を認め、友達と一緒に表現

する楽しさを味わえるようにする。 

□舞台の塀に登っている際は、その都度、安全に遊べるよう子供たちと場の使い方や約束を確認する。 

 

 

○芋ほりを経験し、収穫の喜びを味わったり会食したりしたことで、じゃがいもの植え付けを楽

しみにしている。 

〇玉ねぎや人参の生長の変化など気付いたことを、教師や友達に伝えている。 

★栽培物に関する掲示を栽培物によって世話の仕方に違いがあることに気付けるようにする。 

☆じゃがいもの種芋を観察し、気付いたことや疑問に思ったことなどを伝え合うことで、興味や

関心がもてるようにする。 

☆教師も一緒に世話をし、栽培物の変化に気付く子供の言葉を丁寧に受け止めたり、生長の過程

を予想したりすることで、楽しみに世話を続けられるようにする。 

 

〇「大きな川を作ろう」「水を汲んできて」

等、友達と思いや考えを伝え合って遊びを進

めている。 

★イメージに合うものを選んだり、進んで片付

けが行ったりできるよう道具を種類ごとに分

けて掲示する。 

☆友達と思いや考えを伝え合ったり、力を合わ

せたりする姿を大切にし、作っていく過程で

困り感が出た時には自分たちで解決していけ

るようにヒントを投げかけたり、一緒に考え

たりしていく。 

□安全に遊べるよう、子供たちと場の使い方や

約束を場面に応じて確認する。 

令和 5 年度 第 2８週(11 月 13 日～11 月 17 日) 津嘉山幼稚園         ４組： 国吉 亜矢           園長        教頭 

〇遊びがより楽しくなるように、遊び方やルールを考え確かめたり、認め合ったりしながら遊びを進めている。 

★友達と一緒に遊ぶことを楽しめるよう、幼児の思いや経験に応じてコートを分ける。 

★自分たちですぐに遊び始めたり進めたりできるよう、ドッジボールのラインを引き、ボールは休憩テントに置く。 

★複数の遊びが出てきた時に、遊びの場や使い方を考え、自分たちで遊び出せるようホワイトボード等、視覚的教材を用意する。 

☆ルールを守って遊んでいる姿を認め、自分たちで遊びを進めていく楽しさを味わえるようにする。 

☆ルールや判定でトラブルになった時は、それぞれが自分の思いや考えを出したり、周りの子供たちが解決しようと話し合いに加わ

ったりする姿を見守りながら、教師が必要に応じ仲立ちし整理していく。また、ルールを守る大切さに気付いたり、遊びに必要な

新たなルールを作ったりする等、どうすればみんなで楽しく遊べるかを一緒に考えていく。 

☆年中児にルールを教えたりリードして遊びを進めたりする姿を認め、年長児としての自信をもって年中児と関われるよう、つない

でいく。 

□他の遊びと重ならないよう動線を配慮する。 

じゃがいも植え 

ねらい：食べ物への興味・関心を高める。 

 

日時：11 月 14 日（火）９:00～ 

植える順番 

9:00～3 組、5 組 

 

9:30 ～2 組、4 組。きりん組 

 

10:00～1 組、ぱんだ組 

製作遊び 

 ドッジボール 

◎互いの思いや考えを伝え合い、同じ 

目的に向かって遊ぶ楽しさを味わう。 

粘土 

虫探し 

 サッカー 

ペープサート作り 製作(ゲーム作り) 

おしゃれ屋さん 虫研究所 積み木 



基本的な生活習慣 安全指導 〇絵本△紙芝居♪歌 給食指導 個別配慮 

・８：１５までに登園する。 

・場に応じた挨拶をする。 

・使ったものをきまった場所に片付ける。 

・持ち物を確認し、忘れ物がないようにする。 

・こまめな水分補給と休息をとる。 

・天気や気温に応じた衣服の調整を行う。 

           （肌着をつける） 

・ジャンパーは畳んでかばんに入れる。 

・ホールや砂場側の園庭は歩く。 

・使った用具、道具は元の場所に戻

す。 

・必要に応じて、場や道具、用具の

安全な使い方を一緒に考え、再確

認したりする。 

・周りを見て運動遊びを始める。 

〇ごんごろじゃがいも 

〇おちばいちば 

△七五三おめでとう 

 

♪どんぐりころころ 

♪やきいもグーチーパー 

♪動物園へ行こうよ 

・食事のマナーを守り、みんなと楽し

く食事をする。 

・苦手なものも少しは食べてみようと

する。 

・牛乳パックを自分で開く。 

・当番や係の仕事を友達と協力して行

う。 

【給食放送５組】 

A さん・・・友達と関わって遊びを進め
ていくのが苦手。本児の得意な製作遊
びを通して、友達と関わっていけるよ

う本児のよさを周囲に伝え、つなげて
いく。 

B さん・・遊びだすと約束事を忘れた

り、友達との関わりの中で口調が強く

なったりする。必要に応じて約束の再

確認や、相手の気持ちを一緒に聞く場

をもち、安全な遊び方や友達の気持ち

に気付けるよう言葉をかける。 

次週の予定 

20 日(月) ・遠足下見 

21 日(火) ・ありがとう集会 ・園内研 

22 日(水) ・体育遊び（年長）45123 

23 日(木) ・勤労感謝の日（公休日） 

24 日(金) ・秋の遠足（沖縄こどもの国） 

 

落ち葉拾い 

 

倉庫前掃除 

 

落ち葉拾い 

 

ウサギ小屋 

 

玄関前水やり 
 

フラワー通り 

 

 

１組 

 

 

第２コート 

 

運動あそび 

 

２組 

 

 

外舞台 

 

砂場 

 

３組 

 

 

第１コート 

 

小学校側広場 

 

４組 

 

 

サポーター 

 

木登りと周辺 

 

５組 

 

 

自然コーナー 

 

竹馬と周辺 

 

きりん 

 

 

第１コート 

 

竹馬と周辺 

 

ぱんだ 

 

 

外舞台 

 

雲梯・鉄棒と周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【指導案】 令和 5年 11月１７日（金）                         南風原町立津嘉山幼稚園 ４組２６名 担任：国吉 亜矢 

幼
児
の
姿 

○「逆上がりができるようになりたい」と鉄棒の目標を立て繰り返し挑戦したり、
年中児も一緒にドッジボールやサッカー、ダンスを楽しむ子もいる。 

○ドッジボールやサッカーなどルールのあるでは、「ゴールはマーカーを置いて作
ろう」「みんなにボールパスしよう」等と、遊び方やルールを考えたり工夫したり
し、互いに伝え合って確認しながら進めている。 

○室内では、○○屋さんのイメージに向かって友達と思いや考えを伝え合ったり、 
「お店の看板つくったら良いじゃない？」等と、互いのよいアイデアを取り入れた
りしながら遊びを進めている。 

ね
ら
い 

◎様々な運動遊びやルールのある遊びを繰り返し楽

しむ。 

 

 

◎友達と同じ目的に向かって、思いや考えを伝え合

いながら遊ぶ楽しさを味わう。 

内
容 

・自分なりの目標に向かって、諦めずにやり遂げようとす
る。 

・遊び方やルールを考えたり伝え合ったり確かめたりしな
がら自分たちで遊びを進める。 

 
・互いの考えを認め合ったり、取り入れたりしながら、遊
びを進める。 

時間 幼児の活動 ☆教師の援助 〇予想される幼児の姿  ★環境構成   ☆教師の援助、配慮   □安全面の配慮 
7：30 

 

 

 

    

 

 

 

 

8：45 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

10：15 

 

 

 

 

 

    

 

 

11：30 

 

12：15 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：30 

 

 

14：00 

 

〇順次登園 

〇所持品の始末 

〇当番活動 
（うさぎの世話） 

 

 

 

 

〇好きな遊びを楽しむ 

室内 

 

 

 

 

 

〇室内遊びの振り返り 

 

〇好きな遊びを楽しむ 

戸外（別紙:戸外環境図参照） 

 

 

 

 

 

 

〇片付け・着替え 

 

〇絵本貸し出し 

〇給食準備・給食 

 

 

 

 

〇歯磨き・掃除 

 

 

〇学級でのひととき 

〇帰りの会 

 

〇降園 

☆一人一人と笑顔で挨拶を交わ

し、挨拶や表情から今日の心身の

健康状態を把握する。 
☆親しみをもって世話をする中
で、うさぎの気持ちや過ごしや
すい環境にも目を向けていける
よう、言葉をかける。 

 
 
 
 
 
☆右記参照 
 
 
☆遊びの中で工夫したことや困り
感について共有する場を設け
る。互いのアイデアを出し合う
ことで、新たな考えが生まれ、よ
り工夫して遊びを進める楽しさ
が感じられるようにする。 

☆明日も遊びの続きが楽しめるよ

う、「どんな風に置いておきたい

のか」「使いやすい場所はどこ

か」等、子ども達と話し合いなが

ら片付け方を工夫する。 

 

☆手洗いや着替えなどが習慣化で

きるよう、個々に応じて丁寧に

関わる。 

 
☆旬の食べ物や栄養に関心をも
ち、味わって食べられるような
言葉をかける。 

☆進んで取り組む姿を認め、きれ

いになる心地よさを感じられる

よう、言葉をかける。 

 

☆一日の活動を振り返り、充実感

や満足感が味わえるようにす

る。また、明日の予定を伝えるこ

とで見通しをもったり、明日へ

の期待につなげたりする。 

☆今日の活動や子供の様子、頑張

り等を保護者と共有する。 

□戸外では幼児の行動範囲が広がるので、安全面に配慮しながら、教師間で連携を図る。（チーム保育） 
★前日までの遊びが引き続き楽しめるよう、遊具や用具などを幼児の目につきやすい場に配置する。 

 また、元の場所に戻しやすいよう表示をする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振
り
返
り 

評
価
の
視
点 

・ねらいに応じた、環境構成や援助ができていたか。 
 

 
 

※雨天時は、教室や遊戯室にて好きな遊び。 

【遊戯室】遊びの動線に配慮しドッジボール、リズム、縄跳び、フープ、竹馬等 

おしゃれ屋さん・ゲーム作り・
虫研究所・ペープサート 
積み木 など 

運動遊び、ダンス、リレー、
サッカー、ドッジボール、自
然物遊び、虫捕り、木登り、
動植物の世話など 

＜室内の環境構成＞  

ペープサート 

製作 

虫研究所 

積み木 

ペープサート作り 

○作ったペープサートにあうお話を考えている。 
○芋パーティーを経験し、芋もここで作ってペープ
サート見ながら食べたいと話している。 

★イメージに合わせた材料や用具を子供と相談しな
がら準備していく。【ペープサートのイメージ：紙・
割りばし・段ボール箱等】【食べ物のイメージ：紙
粘土・絵具等】 

★作りかけの物は、また続きをしたくなるような置
き方を工夫する。 

☆友達同士でやりとりしながら遊びを進める姿を見
守り、必要に応じて教師も一緒に考えたり、互い
の思いや考えに気付けるきっかけを作る。また、
多様な考えに気付き、取り入れたりしながら遊び
を進めていく楽しさが感じられるようにする。 

製作 
〇友達と一緒にクレーンゲームやビー玉転がしを作
っている。 

○クレーンゲームの上の方を丸くしたいと、モール
で形を作る等様々な素材を使って工夫している。 

★友達と一緒にじっくり試したり工夫したりできる
よう、スペースを広く設ける。 

★イメージに合わせた材料や用具を子供と相談しな
がら準備していく。【モール・筒・棒・ビニール袋
等】 

☆子供たちの発想や考え工夫を認め、周りの子に知
らせたり、つなげたりすることで、互いの考えを
認め合い、新たな考えを取り入れたりしながら遊
びを進めていけるようにする。 

虫研究所 

〇アゲハの幼虫に名前をつけ愛着をもって関わっている。 

○かまきりの世話の仕方を調べ、エサを探したり、飼育環境を整えたりしている。 

〇友達と一緒に「今日は幼虫何センチになったかな」とものさしを使って調べ記録

し、紙をつなげ図鑑にしている。 

○製作で作った虫を展示会にしようとディスプレイしている。 

★虫眼鏡や必要な図鑑、ものさし等を置いてすぐに調べられるよう目につきやす

い場に置く。 

★飼育に必要な道具を一緒に考え整えていき、手にとりやすい場所に置いておく。 

 【きりふき・ティッシュ・ゴミ箱など】 

★気付いたことをすぐに記録できるように、紙や画用紙を近くに置いておく。 

☆子供の発見や驚きを受け止め、一緒に喜び合ったり、共感したりすることで興味

が深まっていくようにする。 

☆命あるものとして大切に扱う気持ちがもてるよう、虫の特性にあった飼育環境

や関わり方を一緒に考えていく。 

☆展示会を開くために、必要な物や役割に気付くきっかけを投げかける。 

積木 
〇１学期経験したピタゴ
ラスイッチを再現しよ
うとしている。 

○メンバーが変わると遊
びが停滞することもあ
る。 

★様々な大きさや形の積
木を用意し、試したり工
夫したりできるように
する。 

★遊びが盛り上がったら、
ホールに移動し、より試
したり工夫したりでき
るようにする。（３組と
つながるかな・・・） 

☆遊びが停滞する時は、隣
のクラスの遊びの様子
を伝えたり見に行った
りし、自分達の遊びに取
り入れ、再度自分達で遊
びを進めていけるよう
にする。 

おしゃれ屋さん 
○「のれんつけたらお店みたいだよ」との友達の考え
を聞き「作ってみよう」と自分達の遊びに取り入れ
ようとしている。 

○「男の子に似合うものも作ろう」と、新たにお店に
必要な物を考え作ろうとしている。 

★イメージにあうものを選んだり、再現していけるよ
う子供たちと相談し材料を準備していく。【のれん：
画用紙・スズランテープ・棒等】 

★本物らしいデイスプレイをし、イメージが広がって
いけるようにする。 

★ビーズ等、選びやすく・取りやすいよう容器に分け
ていれておく。 

☆お客さんを呼ぶために必要な物や役割に気付くき
っかけを投げかける。 

☆思いや考えを出し合う中で、友達の良さに気付いた
り、認めたりする姿に共感し、互いの考えを認め合
いながら遊びを進めていけるようにする。 

おしゃれ屋さん 



 



 

 

令和５年度 研究同人 

 

研究主任 ：国 吉 亜 矢（担 任） 

研究副主任：山 城 若 菜（担 任） 

研究副主任：新 垣 真由美（担 任） 

神 里 彩 侑（担 任）  山 城 理夏子（担 任） 

長 濱 和 美（担 任）  金 城 花 南（担 任） 

当 間 とも子（副担任）  稲 福 未 桜（副担任） 

下 地 真 緒（副担任）  崎 原 璃 麻（副担任） 

神 里 有 咲（加 配）    安座間 玲 菜（加 配） 

仲 村 美乃里（加 配） 

根 間 まな美（事務員） 

 

 

                 園長：濱 元 朝 純 

                 教頭：比 嘉 真奈美 

 


